
『
番
人
円
吉
蝦
夷
記

全
』
翻
刻
と
解
説
｜
二

高

橋

由

彦

花

輪

陽

平

藤

村

久

和

一

は
じ
め
に

本
稿
は
「『
番
人
円
吉
蝦
夷
記

全
』
翻
刻
と
解
説
｜
一
」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
一
巻

平
成
26
年
３
月
刊
）
に
続
く
も
の
で
、『
番

人
円
吉
蝦
夷
記

全
』
の
序
文
の
後
半
部
を
翻
刻
・
解
説
し
て
い
る
。

前
稿
で
記
し
た
「
翻
刻
に
当
っ
て
」「
体
裁
に
つ
い
て
」
は
省
略
し
、「
凡
例
」
を
再
掲
し
利
用
者
の
便
を
図
っ
た
。

二

凡
例

翻
刻
に
当
っ
て
は
、
記
載
、
未
記
載
、
欠
丁
し
た
頁
に
も
通
し
番
号
を
打
ち
、
記
載
文
は
コ
ピ
ー
を
し
て
紀
要
頁
の
上
段
に
載
せ
、
下
段
に
は
、
各
行
の
頭
に
番
号

を
つ
け
、
変
体
仮
名
混
じ
り
の
本
文
を
、
書
い
た
手
順
の
ま
ま
に
起
こ
す
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
、
旧
字
や
訂
正
の
重
ね
文
字
、
推
敲
の
段
階
で
付
け
加
え
た
も
の

五
五
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も
、
そ
の
ま
ま
に
書
き
、
判
読
不
能
な
箇
所
に
□
を
、
読
め
た
と
し
て
も
不
用
の
文
字
と
し
て
消
し
た
箇
所
な
ど
に
は
、
下
辺
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
つ
け
て
そ
れ
を

明
示
し
た
。
ま
た
、
読
み
易
さ
と
読
み
違
い
を
し
な
い
た
め
に
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
更
に
、
圓
吉
の
記
述
に
は
他
書
に
見
ら
れ
な
い
漢
字
が
多
い
た
め
、
出
来

る
だ
け
近
い
漢
字
を
登
用
す
る
か
、
作
り
が
複
雑
な
場
合
は
、
そ
れ
を
「
□
」
と
し
、
註
で
つ
く
り
を
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。

四
の
読
み
と
注
釈
に
は
、
今
様
の
読
み
を
仮
名
で
綴
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
、
古
文
書
の
書
き
癖
と
し
て
、
本
文
に
不
必
要
な
濁
点
や
、
半
濁
点
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
の
と
は
逆
に
、
必
要
な
部
位
に
送
り
仮
名
を
欠
く
ほ
か
に
、
圓
吉
特
有
の
松
前
訛
り
が
随
所
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
し
」
と
「
す
」
の
書
き

直
し
、「
い
」、「
ひ
」、「
え
」、「
へ
」
の
使
い
方
の
混
同
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
差
異
は
、
煩
雑
を
避
け
て
後
半
に
文
中
の
註
と
共
に
一
括
し
て
纏
め

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頁
と
行
の
番
号
を
見
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
た
い
。
ま
た
、
文
字
の
読
み
方
が
、
幾
様
に
も
あ
る
場
合
、
実
際
に
圓
吉
の

読
み
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
統
一
的
に
表
記
し
、
別
様
の
読
み
は
註
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。
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三

影
印
（
上
段
）・
翻
刻
文
（
下
段
）

【
０
２
６
】

１

和
国
与
里
出
し
毛
の
へ
、
手
前
勝
手
の
名
越

２

付
る
由
へ
、
阿
や
ま
里
詞
も
お
ふ
か
る″

遍
し
。

３

た″

登
へ″

者
、

の
名
越
せ
以
連
ん″

本
登
い
ふ
可

４

古
登
し
。
跡
先
、
か
称
丹
天
、
中
の
竹
奈
る
物

５

盤
き
せ
る
奈
里
。
せ
以
連
以
ん
ん
本
者
、
シ
ヤ
□
リ
、
モ
ン
ベ

６

ツ
、
楚
の
外
、
子
モ
ロ
辺
の
女
土
人
の
持
、
サ
ピ
タ

７

登
い
ふ
木
の
枝
丹
天
造
り
、
た
者
こ
呑
器

８

盤
、
せ
以
連
ん
本
奈
る″

遍
し
。
木
越
火
丹
炎

９

里
し
略
語
奈
れ″

者
奈
里
。
ま
多
、
ク
ス
リ

10

遍
ん
の
女
土
人
と
も
所
持
の
品
盤
、
長
サ
三
尺
余

11

も
阿
里
。
古
れ
盤
ま
多
、
ホ
ウ
登
盤
い
へ

12

か
多
か
る″

遍
し
。

13

西
蝦
夷
地
シ
ヤ
コ
タ
ン
与
里
、
濱
マ
シ
ケ

、
石
狩
調
役

14

持
能
節
奈
里
。
幕
府
の
ヲ
ム
シ
ヤ
申
渡
の
書
付
へ
、

15

蝦
夷
詞
丹
天
、
脇
書
い
多
左
せ
侯
事
阿
里
。
楚
れ
越

16

見
る
丹
、
日
の
丸
、
中
黒
の
御
印
立
侯
弁″

左
以
登

17

阿
る
処
ひ
、
ヲ
シ
ヨ
ロ
の
通
辞
盤
、
弁
才
を
ニ
マ
ム
登
、

18

書
天
阿
里
。
シ
ヤ
コ
タ
ン
の
通
辞
盤
、
弁
才
を
ロ

19

ク
ン
ト
登
書
天
阿
る
。
有
時
丹
、
調
役
申
聞
丹
盤
、

『
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【
０
２
７
】

１

ヲ
正
ロ
、
シ
ヤ
コ
タ
ン
両
場
所
の
通
辞
盤
、
蝦
夷
詞
に
委
し
。

楚

２

の
余
の
通
辞
盤
、
蝦
夷
詞
を
春
志
良″

須
。
□
弁
才
の
名

３

を
蝦
夷
詞
天
き
志
良″

須
登
被
仰
た
り
。
私
申
上
侯

４

丹
盤
、
私
共
も
、
弁
才
の
名
越
、
蝦
夷
詞
丹
天
志

５

良″

春
、
殿
様
丹
盤
御
存
有
之
哉
の
趣
、
申
上
る
。
覚

６

有
登
被
申
多
里
。
何
登
申
侯
哉
与
、
相
□
希
れ
者
、

７

被
申
聞
侯
丹
盤
、
ロ
ク
ン
ト
登
も
、
ま
多
盤
ニ
マ
ム

８

登
も
被
申
多
り
。
依
之
、
私
与
里
申
上
侯
丹
盤
、
夫
ハ
、

９

大
丹
相
違
い
多
し
居
奈
里
。
ロ
ク
ン
ト
登
盤
、
異
国
能

10

黒
船
奈
り
。
ニ
マ
ム
盤
、
丸
木
ニ
天
造
里
し
船
成
。

11

日
本
の
弁
才
の
名
丹
盤
阿
良
じ
登
と
、
申
あ
希
し
事

12

阿
里
。
ま
多
、
難
破
船
有

古
れ
節
、
聊
の
品
た
り

13

登
も
隠
し
置
登
阿
る
登
古
路
ひ
、
ア
ミ
ラ
シ
ハ
ツ
ク
ノ
、

14

登
通
弁
い
多
し
、
通
辞
衆
阿
里
。
阿
ま
里
念
の
入
春
き

15

た
る
古
登
奈
里
。
ア
ミ
登
盤
、
爪
の
事
奈
里
。
ラ
シ

16

盤
、
ソ
ケ
登
い
ふ
事
奈
里
。
奈
ん″

楚
爪
の
楚
希

17

。古
登
き
の
毛
の
、
弁
才
、
彼
船
丹
及
ぶ
登
も
、
吟
味
阿

18

ら
ら
ん
や
。
聊
登
能
品
登
い
ふ
語
丹
、
奈
ん″

楚
爪
楚
希

19

登
い
ふ
語
阿
良
ん
や
、
是
、
聊
の
文
字
を
、
蝦
夷
の

20

詞
丹
天
、
志
良
ぬ
由
へ
奈
具
里
。
春
志
良
ぬ
事
を
別

21

名
丹
天
い
ふ
事
盤
、
虚
言
奈
里
。
然
良″

者 五
八
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【
０
２
８
】

１

恐
れ
多
き
事
丹
阿
良″

春
や
。
御
上
様
与
里
仰
出

２

さ
れ
し
盤
、
天
下
一
統
の
大
法
奈
里
。
楚
れ
を
、
う
楚
丹

３

申
聞
せ
る
盤
、
何
事″

楚
や
。
若
も
、
御
上
様
丹
天
、
御

４

存
有
之
侯″

者
、
如
何
い
多
春
や
。
楚
の
侭
丹
盤
差
置

５

″

遍
か
良″

春
。
楚
の
罪
へ
ぬ
の
か
る″

遍
か
良″

須
。
然″

者
、
蝦

夷
地
、

６

勤
春
る
人
盤
、
心
掛″

遍
き
第
一
盤
、
蝦
夷
人
の
詞
奈

７

里
。
御
互
丹
、
同
勤
の
番
人
衆
者
、
春
志
良
ぬ
事
盤
聞
、

８

覚
春
し
事
盤
教
ひ
、
お
保
ひ
置
天
、
何
時
、
通

９

弁
仰
付
良
連
侯
天
も
、
詞
の
間
違
ひ
奈
幾
様

10

丹
、
い
多
左
せ
た
幾
も
の
奈
里
。
蝦
夷
地
の
奉
公

11

春
る
う
川
ち
盤
、
烏
の
奈
か
ぬ
日
盤
有
共
、
蝦
夷
人
の
詞

12

遣
王
ぬ
日
盤
、
阿
る″

遍
か
良″

春
。
常
丹
日
用
の
詞
、

13

奈
ん
楚
古
の
書
丹
も
れ
ん
や
。
然
者
、
古
の
書
盤
、

14

蝦
夷
地
の
日
用
□
集
登
も
い
ふ″

遍
き
や
、
見

15

る
人
、
紙
楚
ん
登
思
ふ
天
、
写
春
取
せ
多
幾

16

も
も
の
奈
里
。
古
れ
も
他
人
丹
も
ふ
し
す
事
丹
盤

17

阿
良″

春
。
我
親
族
の
者
共
は
、
能
弁
ひ
て
、

18

見
給
ふ″

遍
し
。

19

徒
れ
徒
れ
能
阿
ま
り
丹
、
い
ろ
い
ろ
の
噺
の
席
丹
、
蝦

20

夷
人
の
詞
ろ
ん″

春
番
る
人
阿
里
。
そ
の
席
丹
、
我
良
も
、

五
九
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【
０
２
９
】

１

居
し
奈
里
。
壱
人
申
丹
盤
、
蝦
夷
人
の
詞
丹
、
ど
ふ
も
が

２

て
ん
の
由
か
ぬ
事
阿
里
。
月
さ
満
を
も
チ
ユ
ク
登
い
ふ
。

３

壱
ヶ
月
を
も
チ
ユ
ク
、
ま
多
、
秋
を
も
チ
ユ
ク
登
い
ふ
。

４

古
れ
、
別
丹
名
可
有
楚
ふ
奈
も
の
た
登
、
互
丹
ろ
ん

５

阿
里
。
壱
人
、
手
前
盤
、
数
年
蝦
夷
地
稼
し

６

者
奈
里
。
古
れ
越
弁
ひ
も
ふ
さ″

須
や
と
問

７

い
良
左
る
事
登
盤
思
ひ
奈
か
良
、
春
志
良
ぬ

８

登
い
者
王″

者
、
あ″

左
け
良
れ
ん
登
思
ひ
、
各
か″

多
盤
、

９

無
筆
の
人
か
多
丹
も
阿
良″

春
。
奈
ん
楚
左
よ
う
の

10

事
越
ろ
ん″

春
る
や
。
月
さ
満
の
月
登
い
ふ
文
字
、
ま
多
、

11

壱
ヶ
月
の
月
登
い
ふ
文
字
、
別
丹
阿
る
や
。
阿
る″

遍
か

12

良″

春
。
春
志
か
良″

者
、
古
の
弐
ツ
盤
、
ろ
ん″

春
る
丹
た
良″

春
。

13

ま
多
、
正
月
十
五
日
の
夜
与
里
、
十
二
月
十
五
日

、
満
月

14

の
奈
幾
月
盤
、
阿
る″

遍
か
良″

須
。
然
る
丹
、
奈
ぜ
丹
、

15

八
月
十
五
日
登
、
九
月
の
十
五
日″

者
が
里
、
月
を

16

□
満
ま
づ
る
や
。
秋
の
十
五
日
の
ミ
、
月
越
ま
づ
る
。
古
れ
、

17

月
を
祭
る
古
路
丹
奈
里
し
、
登
い
ふ
心
な
る″

遍
し

18

登
、
古
多
へ
介
る
。

19

ま
多
、
い
王
く
。
筆
丹
天
書
事
も
、
ヌ
イ
登
い
ふ
。
ま
多
、

20

小
刀
丹
天
□
彫
も
、
ヌ
イ
登
い
ふ
。
古
れ
盤
、
い
か
丹
、

21

我
等
盤
通
辞
天
奈
し
。
蝦
夷
詞
の
師
匠

22

天
も
奈
し
。
都
て
手
丹
天
模
様
付
る
事
盤
、

六
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【
０
３
０
】

１

ぬ
以
奈
り
。
木
綿
染
、
い
ろ
与
幾
も
の
を
も
ぬ
以
、
ヌ
イ
ヒ
リ

カ
、

２

登
い
ふ
。
ま
多
、
女
土
人
登
も
、
口
の
入
墨
、
手
首
の
入
墨

３

奈
登
も
、
又
、
ヌ
イ
登
い
ふ
。
是
を
も
川
天
考
れ″

者
、

４

手
丹
天
模
様
置
事
盤
、
ヌ
イ
奈
り
。
厚
し

５

抔
ひ
木
綿
置
事
も
、
ぬ
以
付
る
登
い
ふ
奈
り
。

６

○
ま
多
い
王
く
。
夜
を
ク
ン
子
登
い
ふ
。
黒
く
染
し
物

７

も
く
ん
ね
登
い
ふ
。
古
れ
盤
ど
ふ″

多
。
予
可
い
王
く
。

８

夜
盤
一
さ
以
乃
物
、
黒
く
見
へ
る
由
へ
、
ク
ン
子
奈
里
。

９

然″

登
も
、
夜
の
く
良
幾
丹
限
良
春
、
昼
丹
天
も
、
あ″

加
里

10

登
り
奈
具
、
く
良
幾
越
、
シ
リ
ク
ン
子
登
い
ふ
。

11

ま
多
、
黒
く
染
る
を
ク
ン
子
カ
ル
登
い
ふ
。
跡
光
、

12

少
し
宛
、
詞
の
付
か″

多
丹
天
違
ひ
も
阿
る

13

奈
里
。
楚
の
場
へ
立
寄
し
者
丹
阿
良″

左
れ″

者
、

14

酬
聢
登
、
弁
ひ
か
多
し
。
楚
の
道
丹
与
里
天
、
心
得

15

阿
る″

遍
幾
事
奈
里
。

16

又
曰
く
。
蝦
夷
人
、
神
霊
を
カ
ム
イ
登
い
ふ
。
白
蛇

17

も
カ
ム
イ
登
い
ふ
。
余
り
違
の
大
成
事
登
い
ふ
。
予
可

18

い
王
く
。
春
志
か
良″

春
、
本
朝
、
異
国
共
丹
、
善
霊
の
ミ

19

神
登
祭
る
や
、
悪
霊
を
も
神
登
崇
免
侯
義
盤
、

20

阿
ま
多
阿
る″

遍
し
。
日
本
丹
天
盤
、
七
面
明
神
、
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【
０
３
１
】

１

九
つ
龍
権
現
盤
、
龍
蛇
奈
里
。
ま
多
、
病
の
神
、
盆

２

徒
能
神
も
阿
里
。
異
国
丹
天
盤
、
大
般
若
十
六

３

善
神
登
も
、
元
は
悪
物
奈
れ
登
も
、
神

４

登
祭
る
。
い
王
ん
や
、
蝦
夷
人
丹
お
ゐ
天
を
や
。
恐

５

れ″

左
良
ん
や
。
白
蛇
盤
、
数
千
年
の
後
、
龍
登
奈

６

る
登
阿
れ″

者
、
カ
ム
イ
登
申
も
断
り
奈
里
。
都
て
、

７

恐
る
〃
毛
の
越
、
カ
ム
イ
登
い
ふ
事
盤
、
蝦
夷
ノ
人

８

丹
か
幾
る″

遍
か
良″

須
。

９

○
蝦
夷
人
ひ
御
掟
書
、
申
聞
せ
る
節
を
ヲ
ム
シ
ヤ
登
い
ふ
。

10

古
れ
、
夷
詞
丹
や
、
和
人
詞
丹
や
、
聞
度
も
の
登
い
ふ

11

人
阿
里
。
予
可
曰
、
私
等
も
委
し
幾
事
盤
春
し
良″

春
。

12

少
し
聞
し
事
阿
り
。
私
等
盤
、
和
人
詞
登
思
ふ

13

奈
里
。
楚
の
由
へ
盤
、
往
古
与
里
、
蝦
夷
蜂
起
し
天
、

14

和
人
越
殺
し
春
事
か
き
里
奈
し
。
然
る
を
天
明
年
中
、

15

ア
ツ
ケ
シ
ひ
蜂
起
し
天
、
ア
ツ
ケ
シ
盤
勿
論
、
ク
ナ
シ
リ
、

16

子
モ
ロ
ま
て
も
、
和
人
を
殺
し
、
松
前
家
与
里
、
大
勢
の

17

御
人
数
遣
し
、
蝦
夷
人
数
百
人
を
殺
し
、
其
後
、
蝦

18

夷
国
中
能
武
器
を
焼
捨
る
。
蝦
夷
多
際
降
参

19

し
、
降
し
者
丹
、
陣
羽
織
壱
枚
宛
遣
し
、
其
後
、

20

蝦
夷
人
丹
用
向
申
付
る
節
盤
、
鎧
、
兜
を
着
、
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【
０
３
２
】

１

弓
矢
、

、
鎗
越
持
、
天
明
年
中
出
陣
の

２

出
立
、
武
者
□
姿
、
春
可
多
丹
天
申
付
る
。
何
事
丹
天
も
有

３

丹
お
ゐ
て
盤
、
天
明
年
中
の
例
丹
ま
可
春
登

４

申

里
。
古
れ
丹
与
川
天
、
乙
名
、
小
使
江
、
御
用

５

阿
里
登
申
さ
れ
侯
節
盤
、
ま
多
御
武
者
方
様

６

与
里″

加
、
登
申
さ
れ
た
里
。
ま
多
盤
、
ま
多
、

７

御
武
者
さ
満
盤
出
る
の
か
、
登
申
さ
れ
、
呼
丹

８

遣
し
登
、
ま
多
、
御
武
者″

加
登
、
申
さ
れ
た
里
。
古

９

れ
与
里
、
壱
ヵ
年
丹
壱
度
宛
、
掟
を
申
渡
し
事

10

奈
れ″

者
、
勿
論
、
武
者
姿
奈
る″

遍
し
。
古
れ
丹
与

11

里
天
、
ヲ
ム
シ
ヤ
与
申
侯
よ
し
。
松
前
家
の
時
代

12

盤
、
武
具
、
武
器
越

り
、
厳
重
丹
阿
り
し
か
、
今

13

盤
、
時
節
代
り
、
常
服
登
奈
里
、
武
者
ぶ
里
盤
、

14

少
し
も
奈
し
。
蝦
夷
人
も
心
得
違
し
天
、
ヲ
ム

15

シ
ヤ
盤
、
酒
呑
丹
進
出
集
る
も
の
能
や
う
丹
心
得

16

居
、
い
に
し
へ
の
蝦
夷
人
盤
、
武
家
さ
満
の
前
丹

17

天
、
喧

い
多
春
た
登
、
い
ふ
事
越
き
可″

春
。

18

今
の
蝦
夷
人
盤
、
ヲ
ム
シ
ヤ
の
席
丹
天
、
さ
け
丹

19

酔
、
口
論
丹
及″

遍
里
。
恐
多
く
も
、
上
さ
満

20

を
恐
れ″

左
る
事
盤
、
天
明
年
中
能
悪
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【
０
３
３
】

１

蝦
夷
丹
満
左
留
。
誠
丹
歎
か
王
し
幾
事
丹
阿

２

ら″

春
や
。

３

○
有
人
能
い
王
く
。
蝦
夷
人
の
始
里
盤
、
姫
君
壱
人
、

４

流
罪
丹
奈
里
、
人
奈
幾
嶋
へ
寄
揚
里
、
犬
登
夫

５

婦
丹
成
、
子
越
も
ふ″

希
、
楚
の
子
孫
奈
る
与
し
。

６

古
れ
盤
実
の
事
奈
る
や
、
尋
し
人
阿
里
。
予
、

７

可
い
王
く
。
志
良
ぬ
事
奈
里
。
然
れ
と
も
、
楚
れ
盤
、

８

ど
ふ
も
実
登
言
言
か″

多
し
。
楚
の
由
へ
、
い
か
ん
登
奈

９

れ″

者
、
日
本
丹
左
様
の
法
阿
る
事
、
い
に
し
へ
与

10

里
、
何
の
書
丹
も
見
へ″

春
。
流
罪
盤
、
何
国
、
何

11

郡
、
何
村
与
定
ま
里
、
楚
の
所
の
地
頭
盤
、
受
取
し

12

奈
里
。
ま
多
、
死
罪
の
女
、
流
罪
丹
奈
里
、
楚
の
子
孫

13

奈
良″

者
、
女
盤
日
本
の
風
俗
能″

古
里
申″

遍
き
丹
、

14

左
丹
も
奈
く
、
蝦
夷
の
女
ノ
子
盤
、
首
丹
や
う
ら
く
を

15

か″

希
、
耳
丹
く
王
ん
を
さ
希
、
手
丹
手
か
称
を
徒
希
、

16

足
首
丹
か
称
を
徒
希
、
口
を
楚
免
、
手
越
染
い
多

17

し″

遍
希
や
、
ま
多
、
男
盤
、
犬
の
子
孫
奈
良″

者
、
少

18

し
盤
、
楚
の
行
ひ
能
古
る″

遍
希
丹
、
楚
れ
も
奈
く
、

19

犬
の
肉
ま
て
も
く
ろ
ふ
。
是
を
も
川
天
考
ひ

20

れ″

者
、
ど
ふ
も
実
丹
盤
思
王
れ
ぬ
奈
里
。

21

多
登
へ
、
流
罪
の
女
丹
も
せ
よ
、
日
本
女
丹
盤
、
阿
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【
０
３
４
】

１

累″

遍
か
良
須
。
近
頃
ま
天
、
津
軽
鵜
鉄
、
釜

２

の
沢
、
藤
崎
辺
丹
盤
、
蝦
夷
の
子
孫
阿
里
。
南
部
能

３

中
丹
も
、
ト
マ
リ
抔
登
、
夷
人
旧
跡
、
所
々
丹
□
□
残
連
り
。

４

古
れ
越
も
川
天
考
へ
連″

者
、
往
古
与
里
、
別
国

５

の
壱
つ
登
見
へ
た
里
。
□
□
ま
多
、
松
前
与
里
、
奥
蝦

６

夷
地
ま
て
能
内
丹
盤
、
コ
ロ
ン
ク
ル
、
夷
人
の
申
名
也
。
小
人

の
や
う
奈

７

者
可
住
し
跡
可
阿
里
し
奈
里
。
ち
土
穴
奈
里
。
楚
の

８

近
所
の
土
を
う
か
徒
節
盤
、
か
れ
ら
か
用
へ
、

９

遣
ひ
る
陶
物
能
器
物
の
、
い
多
み
し
物
、
土
中
与
里

10

出
る
奈
里
。
左
春
れ
者
、
人
奈
き
嶋
登
盤
、

11

い
へ
が″

多
し
。
犬
登
夫
婦
丹
奈
る
く
ら
へ
の
奈
ん

12

き
奈
良
、
小
人
た
り
登
も
、
の
人
情
奈
さ
け
を
受″

遍
し
。
楚

13

れ
丹
、
奈
ん″

楚
、
犬
登
夫
婦
丹
奈
る
古
登
あ

14

ら
ん
や
。
是
等
越
も
川
天
考
へ
れ
者
、
取
丹

15

た
ら
左
留
事
奈
里
。
唐
の
中
丹
犬
獣
国
有
。

16

男
盤
犬
の
顔
、
女
盤
常
体
の
人
の
よ
し
。
此
等

17

の
聞
違
丹
も
阿
良
ん
か
。

18

○
予
、
石
狩
場
処
勤
し
時
、
夷
人
丹
支
事
越
申
付
る

19

役
、
秋
味
漁
業
前
方
、
夏
分
勤
し
事
阿
里
。
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【
０
３
５
】

１

今
の
通
辞
の
手
傳
の
役
奈
里
。
楚
の
節
、
東
蝦
夷
地

２

サ
ル
与
里
、
秋
味
雇
蝦
夷
人
、
五
拾
人
来
し
中
、
壱
人
、

３

急
病
丹
天
、
病
死
致
せ
し
事
阿
里
。
古
れ
に
付
天
、

４

運
上
屋
与
里
、
香
典
遣
し
丹
、
香
典
登
い
ふ
事
、
夷

５

人
詞
丹
天
春
し
志
良″

春
。
通
辞
ひ
香
典
登
い
ふ

６

事
を
問
ふ
。
通
辞
、
立
腹
し
天
、
番
人
丹
覚
語

７

第
一
の
詞
奈
里
。
今

、
覚
左
留
盤
、
何
事″

楚
や
。

８

甚
多
、
楚
の
意
越
得″

左
る
事
奈
里
登
。
楚
の
う
へ
、

９

い
ろ
い
ろ
能
悪
口
い
多
し
、
然
登
も
、
覚
奈″

希
れ
者
、
申
渡

10

香
典
□
□
事
遣
す
る
も
奈
良″

須
、
頭
越
下
げ
天
願
、

11

何
卒
、
壱
付
う
川
て
教
へ
下
さ
れ
登
願
ふ
。
通
辞
、

12

丹
天
頭
を
討
、
疵
付
て
天
血
越
流
し
。
□
尚
も
手

13

を
突
天
願
後
、
通
辞
、
ウ
ト
ヘ
シ
ノ
登
教
由
。
予
可
、

14

二
十
七
歳
の
七
月
廿
七
日
奈
里
。
予
能
考
へ
見
る
丹
に
、
ウ
ト

15

ベ
シ
ノ
登
盤
、
吊
ひ
ニ
行
詞
奈
里
。
吊
の
惣
名
奈
里
。
今
、
聞

16

た
し
登
申
盤
、
先
の
人
越
呼
、
香
典
遣
し
春
事
奈
里
。
通

17

辞
の
心
得
違
可
、
但
し
盤
、
香
典
登
い
ふ
事
春
志
良
ぬ

18

事
か
登
。
楚
れ
与
里
、
外
の
番
人
ひ
問
ひ
登
も
、

19

ウ
ト
ヘ
シ
ノ
、
ま
多
盤
、
シ
ラ
ム
カ
ン
バ
レ
抔
教
、
実

20

の
事
、
弁
ひ
か
多
し
。
左
春
す
れ″

者
、
名
高
き
蝦
夷

21

詞
者
希
無
、
石
狩
番
人
丹
天
も
、
委
し
幾
事
者
、
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【
０
３
６
】

１

志
良
ぬ
も
の
登
見
へ
多
り
。
石
狩
蝦
夷
奈
良″

者
、

２

ど
ふ
で
も
よ
希
れ
登
も
、
蝦
夷
地
の
都
登
い

３

王
れ
し
盤
、
サ
ル
奈
里
。
蝦
夷
地
の
江
戸
登

４

い
王
れ
し
盤
、
石
狩
奈
里
。
遍
多
奈
事
い
多
し

５

節
盤
、
場
処
の
恥
辱
登
も
奈
る″

遍
し
。
申

６

聞
可
出
来
ぬ
節
盤
、
我
身
の
勤
立
か″

多
し
。
い
が
ん

７

登
も
工
夫
丹
阿
ま
里
、
持
合
の
木
綿
壱
反
、
持
さ
ん

８

い
多
し
、
日
頃
、
情
希
か″

希
お
く
女
老
土
人
、
是
ハ
、

９

能
く
物
も
弁
し
者
由
へ
、
古
の
者
の
か
多
へ
由
幾
、

10

阿
り
春
次
第
越
か″

多
里
、
返
礼
盤
木
綿
壱
反

11

遣
春″

遍
し
。
教
ひ
下
さ
れ
登
、
願
け
れ″

者
、
女
土
人
、

12

も
ふ
し
丹
盤
、
成
程
、
ウ
ト
ベ
シ
ノ
盤
、
吊
の
惣
名
、

13

先
方
へ
行
、
愁
傷
申
節
奈
良″

者
与
希
れ
と
も
、

14

葬
里
の
品
物
遣
し
節
丹
盤
、
不
都
合
の
詞
奈

15

里
。
通
辞
、
番
人
か
多
、
品
物
遣
し
春
節
、
侭
、
申
詞

16

奈
れ
と
も
、
石
狩
の
和
人
と
も
、
申
詞
由
へ
、
楚
れ
丹

17

天
通
用
し
。
奈
れ″

登
も
、
他
場
処
の
土
人
ひ
ハ
、

18

用
由″

遍
幾
詞
丹
阿
良″

春
。
蝦
夷
人
丹
、
別
丹

19

香
典
与
申
義
も
奈
し
。
蝦
夷
人
、
一
左
以
た
む
希

20

盤
、
ノ
ミ
奈
里
。
葬
式
入
用
の
品
盤
、
矢
張
、
ユ
ワ
ン
ケ
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【
０
３
７
】

１

奈
里
。
死
人
盤
、
ラ
イ
ク
ル
奈
里
。
今
、
死
春
者
盤
、
ア
ラ
ヱ

２

シ
リ
登
い
ふ
。
葬
里
盤
、
捨
る
心
持
由
へ
、
い
王
具
て

３

奈
里
。
別
丹
依
事
、
別
丹
、
香
典
登
申
事
盤
、
我
等
も

４

楚
ん
し
も
ふ
さ″

須
、
登
、
教
へ
希
る
由
へ
、
木
綿
壱
反
、

５

礼
物
与
し
天
、
遣
す
け
れ″

者
、
辞
退
丹
及
希
れ
と
も
、

６

押
て
預
ケ
置
、
楚
れ
与
里
、
運
上
家
へ
帰
り
、
玄
米
壱
升
、

７

煙
草
弐
把
、
白
木
綿
六
尺
弐
寸
、
揚
布
五
尺
、
清
酒
壱
升
、

８

濁
酒
四
升
、
備
置
、
申
聞
春
詞
爾
、
今
ニ
忘
連″

春
、

９

石
狩
詞
奈
れ
登
も
、
左
丹
、

10

哀

哉
、

達
者
ニ
、

有
バ
、

漁
業
ノ

中ウツ
、

11

ヤ
ヱ
コ
ヱ
ル
シ
カ
レ
、
ユ
ワ
ン
ケ
。

ア
ヌ
ワ
。

イ
ラ
ウ
ケ
ト
バ
。
ヲ
ツ
タ
。

12

仲
間
稼

有
様
、

思
居
所
、

悪
病
神
、

13

イ
ウ
タ
レ
子
。
ア
ン
グ
ニ
。
ク
ラ
ム
コ
ロ
カ
。
シ
ル
ン
カ
ム
イ
。

14

致
事
故
、

此
世
ヲ
捨
、

外
世
界
エ
行
事
、

15

レ
ン
カ
フ
子
ク
シ
ユ
。
モ
シ
リ
ヲ
シ
ヨ
ラ
。
ヲ
ヤ
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ト
。

16

我
々
供
々
、

泣
程

惜
ミ

有
レ
共
、

17

ア
ヌ
カ
イ
子
ヤ
ツ
カ
。
チ
シ
バ
ツ
ク
ノ
。
ヲ
シ
コ
ル
ア
ン
コ
ロ
カ
。

18

致
方

無
シ
、

手
向
ノ
酒
、

葬
式
ノ

節
、

19

ヱ
子
ガ
ル
カ
ヱ
シ
ヤ
マ
。
ア
ン
ノ
ミ
ト
ノ
ト
。
イ
ワ
ク
テ
ヲ
ツ
タ
。

20

入
用
ノ
品
、

遣
ニ
依
テ
、

早
速
ニ
、

悪
忌
事
、

21

ユ
ワ
ン
ケ
グ
ニ
プ
。サ
ン
ケ
ク
シ
ユ
。ヲ
ロ
ト
ナ
シ
ノ
。ウ
ヱ
ン
シ
リ
キ
。

22

仕
舞
様
ニ
可
致

23

ヲ
ケ
レ
グ
ニ
フ
タ
バ
ン
ナ

24

右
の
古
登
く
、
運
上
家
丹
お
為
天
、
支
配
人
、
通
辞
の
聞
処

25

丹
天
、
通
辞
の
教
ひ
を
用
ひ″

春
、
サ
ル
与
里
来
り
し

26

乙
名
へ
、
申
渡
春
い
多
し
春
事
阿
里
。
楚
の
後
、
通
辞
用
向
の
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【
０
３
８
】

１

席
丹
、
先
日
の
サ
ロ
ル
の
乙
名
ひ
、
香
典
遣
し
申
渡
盤
、
誰
連

よ
り

２

聞
侯
や
登
、
尋
す
由
へ
、
阿
り
の
侭
、
木
綿
壱
反
遣
し

３

女
土
人
与
里
聞
し
由
、
申
介
れ″

者
、
一
言
の
蝦
夷
詞
習

４

丹
、
壱
反
の
木
綿
を
惜
ま″

須
侯
段
、
気
持
の
与
し
丹
天
、

５

帳
場
与
里
、
染
木
綿
弐
反
取
寄
、
悦
儀
与
し
て
貰
。

６

天
宇
り
□
尻
こ
の
後
に
、
場
処
の
用
を
も
、
勤
む″

遍
幾
者
奈

り
登
、

７

賞
良
れ
、
此
後
も
、
弥
厳
む″

遍
し
登
、
も
ふ
左
れ
し

８

事
阿
り
。
纔
丹
香
典
登
い
ふ
二
字
を
聞
丹
、

９

頭
ひ
疵
付
良
連
、
血
越
流
し
、
不
用
の
詞
を

10

聞
、
壱
反
の
木
綿
を
遣
し
天
、
纔
の
詞
を
聞
く
。

11

古
の
書
丹
盤
、
百
千
の
物
の
名
、
ま
多
盤
、
詞
も
集
免
、

12

書
置
奈
里
。
頭
与
里
、
血
越
取
丹
も
阿
良
じ
。
ま
多
、

13

木
綿
の
礼
を
、
望
む
丹
も
阿
良
じ
。
他
人
盤
、
見
ぬ
登

14

て
も
、
至
方
奈
し
。
我
親
族
、
子
孫
盤
の
中
、
蝦
夷
地

15

稼
い
多
し
者
盤
、
勤
の
間
合
、
長
夜
の
節
、
ま
多
ハ

16

正
月
休
ミ
抔
の
節
盤
、
外
遊
与
里
も
、
古
れ
を
披
見
す

17

″

遍
し
。
筆
力
有
者
盤
、
写
し
取
、
巻
数
丹
も
奈
良″

者
、

18

冥
途
丹
有
登
も
、
何
程
か
う
れ
し
か
良
ん
可
。

19

○
此
外
丹
、
長
き
勤
中
丹
、
見
聞
い
多
し
、
跡

へ
教
ひ

20

残
し
度
事
も
、
侭
、
是
阿
り
、
登
い
へ″

登
も
、
紙
数

21

丹
成
由
ひ
、
先
、
阿
良
ま
し
を
書
置
も
の
奈
里
。

22

蝦
夷
人
の
詞
、
委
し
幾
事
盤
、
東
蝦
夷
地
盤
、
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【
０
３
９
】

１

ユ
ウ
フ
ツ
、
サ
ル
、
シ
ツ
ナ
イ
、
ク
ス
リ
、
ト
カ
チ
イ
シ
カ
リ

辺
、
山
奥
丹

２

住
居
、
蝦
夷
人
阿
る
処
、
川
上
、
山
奥
ひ
、
数
度
、
越
年
い

３

た
し
番
人
丹
阿
良″

左
れ″

者
、
実
の
委
し
幾
事
盤
、

４

覚
ひ
か″

多
か
る″

遍
し
。
奥
蝦
夷
地
丹
天
も
、
和
人

５

の
多
く
入
込
し
場
処
も
盤
、
蝦
夷
人
も
和
人
風
丹
奈
里
、

６

楚
れ
由
へ
、
詞
も
和
人
詞
多
く
、
和
人
も
、
ま
多
、
蝦
夷
人

７

人
の
詞
、
覚
ひ
か″

多
し
。
当
時
盤
、
上
原
熊
次
郎
、

８

佐
藤
善
兵
衛
、
西
田
平
兵
衛
、
安
達
太
郎
兵
衛
、
杉
の
や

９

平
八
、
広
瀬
三
右
衛
門
、
冨
内
喜
多
右
衛
門
抔
の
や
う
丹
、

10

蝦
夷
詞
丹
委
し
幾
通
辞
も
奈
し
。
広
瀬
三
右
衛
門

11

抔
者
、
文
化
年
中
丹
、
四
日
四
夜
、
食
事
を
止
メ
、
白
砂

12

糖
を
た
も
登
へ
入
天
、
古
れ
を
隠
し
食
、
蝦
夷
人
の

13

労
連
を
待
天
、
勝
を
取
る
。
此
節
の
通
辞
盤
、
飯
盤

14

扨
置
、
一
日
酒
を
呑″

左
れ″

者
、
楚
の
日
越
過
し
か

15

″

多
し
。
楚
れ
丹
じ
ゅ
ん
ず
天
る
蝦
夷
人
も
、
四
日
盤
扨
置
、

16

半
時
の
應
対
い
多
し
者
も
奈
し
。
何
事
も
酒
丹
天

17

済
し
時
節
奈
里
。
当
時
の
蝦
夷
人
盤
、
和
人
与
里
も
和
人

18

詞
に
丹
委
し
幾
者
も
阿
る
奈
里
。
通
辞
も
い
良
さ
留
様

19

丹
思
ひ
登
も
、
左
丹
も
阿
良
じ
。
子
モ
ロ
、
シ
ベ
ツ
の
ヲ

20

ム
シ
ヤ
を
見
る
丹
、
役
土
人
共
、
羽
織
、
袴
丹
天
居
り
、
髪

ハ
、
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【
０
４
０
】

１

和
人
風
丹
結
ひ
登
も
、
通
辞
の
□
通
弁
盤
、
矢
張
、

２

蝦
夷
詞
奈
里
。
い
王
ん
や
、
モ
ン
ベ
ツ
邊
盤
、
い
ま
多
、
帰

３

俗
土
人
六
七
人
丹
、
過
左
留
土
地
奈
里
。
左
春
れ″

者
、

４

通
弁
盤
、
勿
論
、
蝦
夷
詞
越
用
由
。
ま
多
、
太
平
の

５

御
世
丹
、
武
を
厳
と
登
い
ふ
事
も
阿
連″

者
、
覚
置
程
の

６

事
盤
阿
る″

遍
か
良″

須
。
蝦
夷
地
稼
の
人
丹
盤
、
心
得

７

阿
良
勢
た
き
も
の
奈
里
。
い
良
左
る
事
丹
筆
を

８

費
し
、
古
れ
を
略
す
お
王
ん
ぬ
。

９

門
松
も
、
七
五
三
も
、

か″

左
良
ぬ
土
人
家
も
、

10

正
月
き
多
る
可
、

翁
見
へ
介
里
。

11

モ
ン
ベ
ツ
番
人
某
。

12

シ
ユ
ク
ハ
モ
、
チ
ユ
ク
ト
ノ
ホ
ツ
モ
、
ヱ
ラ
ム
シ
カ
レ
、
コ
ロ

カ
、

13

我
年
も
、

月
日
の
数
も
、

志
良
祢

″

登

も
、

14

タ
子
ア
、

ア
ヌ
カ
ヱ
子
ト
ハ
ケ
、
チ
ャ
チ
ャ
子
ア
ン
、

15

今
盤
我
可
身
も
、
翁
登″

楚
奈
る
、

16

モ
ン
ベ
ツ
惣
乙
名
、
ヘ
ヱ
シ
ヨ
ク
、
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四

読
み
と
注
釈

【
０
２
６
】

（
１
）（
わ
こ
く
よ
り
い
だ
し
も
の
へ
、
て
ま
え
か
っ
て
の
な
を
）

（
２
）（
つ
け
る
ゆ
え
、
あ
や
ま
り
こ
と
ば
も
お
お
か
る
べ
し
）「
由
へ
」＝

故
。「
阿
や
ま
里
」＝

誤
り
。「
お
ふ
か
る″

遍
し
」＝

多
か
る
べ
し
。

（
３
）（
た
と
え
ば
、
き
せ
る
の
な
を
せ
い
れ
ん
ぼ
と
い
う
が
）「
た″

登
へ″

者
」＝

例
え
ば
。「
せ
以
連
ん″

本
」＝

セ
イ
レ
ン
ボ
↓
セ
レ
ン
ポ

seren
p
o
＝

煙
管
の
総

称

（
４
）（
ご
と
し
。
あ
と
さ
き
、
か
ね
に
て
、
な
か
の
た
け
な
る
も
の
）「
古
登
し
」＝

如
し
。「
跡
先
」＝

後
先
。
前
後
。「
か
称
丹
天
」＝

金
に
て
。
金
属
で
。

（
５
）（
は
き
せ
る
な
り
。
せ
い
れ
ん
ほ
は
、
シ
ヤ
リ
、
モ
ン
ベ
）「
き
せ
る
」＝

煙
管
。「
せ
以
連
ん
本
」＝

セ
イ
レ
ン
ホ
↓
セ
レ
ン
ポ

seren
p
o
＝

煙
管
の
総
称

。

初
め
は
「
せ
以
連
以
」
と
書
い
た
が
、
誤
り
に
気
付
き
「
以
」
を
消
し
て
「
ん
」
と
し
た
が
、
重
ね
書
き
を
し
た
の
で
、
更
に
分
り
ず
ら
く
な
っ
た
の
で
、
大

き
く
「
ん
」
を
書
い
て
い
る
。「
シ
ヤ
□
リ
」＝
斜
里
。「
□
」
は
、
初
め
「
一
」
を
書
い
て
か
ら
、「
リ
」
を
加
え
た
の
で
、
一
見
「
サ
」
の
様
に
見
え
「
シ
ヤ

サ
」
と
見
え
る
が
、
確
か
に
「
シ
ヤ
リ
」
で
あ
る
。「
モ
ン
ベ
ツ
」＝

紋
別
。

（
６
）（
ツ
、
そ
の
ほ
か
、
ネ
モ
ロ
へ
ん
の
お
ん
な
ど
じ
ん
の
も
つ
、
サ
ピ
タ
）「
ネ
モ
ロ
」＝

根
室
。「
サ
ピ
タ
」＝

サ
ビ
タ
の
い
い
誤
り
で
、
樹
木
名
は
、
別
名
ノ
リ
ウ

ツ
ギ
と
い
う
。

（
７
）（
と
い
う
き
の
え
だ
に
て
つ
く
り
、
た
ば
こ
の
む
う
つ
わ
）「
た
者
こ
」＝

煙
草
、
タ
バ
コ
。

（
８
）（
は
、
せ
い
れ
ん
ほ
な
る
べ
し
。
き
を
ひ
に
も
え
）「
せ
い
れ
ん
ほ
」＝
０
２
６
｜
５
注
と
同
じ
。「
炎
」＝

も
え
る
、
や
く
。
炙
（
あ
ぶ
る
）
の
誤
り
と
思
わ
れ

る
。

（
９
）（
り
し
り
ゃ
く
ご
な
れ
ば
な
り
。
ま
た
、
ク
ス
リ
）「
ク
ス
リ
」＝

釧
路
。

（
10
）（
へ
ん
の
お
ん
な
ど
じ
ん
ど
も
し
ょ
じ
の
し
な
は
、
な
が
さ
さ
ん
じ
ゃ
く
あ
ま
り
）「
へ
ん
の
」＝

辺
の
。

（
11
）（
も
あ
り
。
こ
れ
は
ま
た
、
ホ
ウ
と
は
い
え
）「
ホ
ウ
」＝

ポ

p
o
＝

小
さ
い
も
の
、
指
小
辞
、
愛
称
辞

（
12
）（
か
た
か
る
べ
し
）「
か
多
か
る
」＝

〜
難
か
る
。
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（
13
）（
に
し
え
ぞ
ち
シ
ヤ
コ
タ
ン
よ
り
、
は
ま
マ
シ
ケ
ま
で
、
い
し
か
り
し
ら
べ
や
く
）「
シ
ヤ
コ
タ
ン
」＝

積
丹
。「
濱
マ
シ
ケ
」＝

浜
益
。「
石
狩
調
役
」＝

調
役
は
調

べ
役
と
同
じ
。
石
狩
管
内
の
事
務
取
り
扱
い
を
行
う
役
職
。

（
14
）（
も
ち
の
せ
つ
な
り
。
ば
く
ふ
の
ヲ
ム
シ
ャ
も
う
し
わ
た
し
の
か
き
つ
け
へ
）「
節
奈
里
」＝

時
期
で
あ
っ
た
。「
ヲ
ム
シ
ヤ
」＝

オ
ム
シ
ャ

o
m
u
sy
a

↑u
-m
u
sa

＝

互
い
に
｜
撫
で
さ
す
る＝

互
に
撫
で
さ
す
り
合
っ
て
旧
交
を
温
め
あ
う
所
作

。
こ
れ
が
、
松
前
藩
主
や
藩
士
、
幕
府
役
人
な
ど
と
の
交
流
儀
礼
の
名
称
と
し

て
転
用
さ
れ
た
。「
ヲ
ム
シ
ヤ
申
渡
の
書
付
」＝

オ
ム
シ
ャ
の
際
に
上
位
下
達
す
る
文
面
箇
条
書
き
の
書
類
。

（
15
）（
え
ぞ
こ
と
ば
に
て
、
わ
き
が
き
い
た
さ
せ
そ
う
ろ
う
こ
と
あ
り
。
そ
れ
を
）「
脇
書
」＝

日
本
語
文
の
脇
へ
、
ア
イ
ヌ
語
を
添
え
書
き
を
さ
せ
た
こ
と
。

（
16
）（
み
る
に
、
ひ
の
ま
る
、
な
か
ぐ
ろ
の
お
ん
し
る
し
を
た
て
そ
う
ろ
う
べ
ん
ざ
い
と
）「
日
の
丸
」＝

日
の
丸
の
旗
。「
中
黒
の
御
印
」＝

中
黒
の
印
入
り
旗
。「
立

侯
弁
ざ
い
」＝

立
飾
っ
た
借
用
の
弁
財
船
、
幕
府
の
御
用
船
。

（
17
）（
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
ヲ
シ
ョ
ロ
の
つ
う
じ
は
、
べ
ん
ざ
い
を
ニ
マ
ム
と
）「
阿
る
処
ひ
」＝

書
い
て
あ
る
所
へ
。「
ヲ
シ
ヨ
ロ
」＝

小
樽
市
忍
路
。「
通
辞
」＝

通
詞
、

通
事
。
通
訳
。「
ニ
マ
ム
」＝

ニ
マ
ム

n
im
a
m
＝

１
）
船
の
敷
き
板
、
船
玉
（
様
）、
む
だ
ま
。（
２
）
船
へ
の
美
称
、
古
称

（
18
）（
か
い
て
あ
り
。
シ
ャ
コ
タ
ン
の
つ
う
じ
は
、
べ
ん
ざ
い
を
ロ
）「
シ
ヤ
コ
タ
ン
」＝

積
丹
。「
ロ
ク
ン
ト
」＝

ロ
ク
ン
ト

ro
k
u
n
to
＝

日
本
語
「
六
丈
」
の
移
入

語＝

１
）
長
さ
18
ⅿ
位
の
和
船
、
大
船
の
総
称
。（
２
）
外
国
船
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
防
腐
剤
と
し
て
ぬ
り
込
ん
だ
黒
船
の
総
称

（
19
）（
ク
ン
ト
と
か
い
て
あ
る
。
あ
る
と
き
に
、
し
ら
べ
や
く
も
う
し
き
く
に
は
）「
申
聞
」＝

話
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。

【
０
２
７
】

（
１
）（
オ
シ
ョ
ロ
、
シ
ャ
コ
タ
ン
り
ょ
う
ば
し
ょ
の
つ
う
じ
は
、
え
ぞ
こ
と
ば
に
く
わ
し
。
そ
）「
ヲ
正
ロ
」＝

小
樽
市
忍
路
。「
シ
ヤ
コ
タ
ン
」＝

積
丹
。「
委
し
」＝

く

わ
し
い
、
つ
ぶ
さ
、
こ
と
こ
ま
か
、
委
細
。「
楚
の
余
の
」＝

そ
の
他
の
、
そ
の
外
の
。

（
２
）（
の
あ
ま
り
の
つ
う
じ
は
、
え
ぞ
こ
と
ば
を
し
ら
ず
、
べ
ん
ざ
い
の
な
）「
春
志
良″

須
」＝

知
ら
ず
。「
春
」
の
上
へ
「
志
」
の
字
を
重
ね
て
書
い
て
あ
る
。

（
３
）（
を
え
ぞ
こ
と
ば
で
し
ら
ず
と
お
う
せ
ら
れ
た
り
。
わ
た
く
し
も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
）「
き
志
良
須
」＝

知
ら
ず
。「
き
」
を
削
り
白
亜
の
粉
の
上
に
「
春
」
を

書
く
。

（
４
）（
に
は
、
わ
た
く
し
ど
も
も
、
べ
ん
ざ
い
の
な
を
、
え
ぞ
こ
と
ば
に
て
し
）「
志
良″

春
」＝
知
ら
ず
。

（
５
）（
ら
ず
、
と
の
さ
ま
に
は
、
ご
ぞ
ん
じ
こ
れ
あ
る
や
の
お
も
む
き
、
も
う
し
あ
げ
る
。
お
ぼ
え
）「
御
存
」＝

ご
存
知
。「
有
之
哉
」＝

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。「
趣
」＝
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主
意
、
趣
旨
。

（
６
）（
あ
り
と
も
う
さ
れ
た
り
。
な
ん
と
も
う
し
そ
う
ろ
う
や
と
、
あ
い
う
か
が
い
け
れ
ば
）「
申
侯
哉
」＝

申
さ
れ
ま
す
か
。「
相
□
」＝

冠
に
猷
の
字
を
書
い
て
い

る
が
、
市
販
の
辞
典
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、「
窺
」
の
字
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）（
も
う
し
き
か
さ
れ
そ
う
ろ
う
に
は
、
ロ
ク
ン
ト
と
も
、
ま
た
は
ニ
マ
ム
）「
ロ
ク
ン
ト
」
と
「
ニ
マ
ム
」
は
、
０
２
６
｜
１
７
・
１
８
の
注
に
同
じ
。

（
８
）（
と
も
も
う
さ
れ
た
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
た
く
し
よ
り
も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
に
は
、
そ
れ
は
）「
依
之
」＝

こ
れ
で
。「
夫
ハ
」＝

そ
れ
は
。

（
９
）（
お
お
い
に
そ
う
い
い
た
し
お
る
な
り
。
ロ
ク
ン
ト
と
は
、
い
こ
く
の
）

（
10
）（
く
ろ
ふ
ね
な
り
。
ニ
マ
ム
は
、
ま
る
き
に
て
つ
く
り
し
ふ
ね
な
り
）「
丸
木
ニ
天
造
里
し
船
」＝

丸
木
舟
。

（
11
）（
に
ほ
ん
の
べ
ん
ざ
い
の
な
に
は
あ
ら
じ
と
、
も
う
し
あ
げ
し
こ
と
）「
登
と
」＝

細
筆
で
「
登
」
と
書
き
加
え
た
が
、
読
み
落
と
し
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、

太
目
の
筆
で
「
と
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。「
申
あ
希
」＝

申
し
上
げ
。

（
12
）（
あ
り
。
ま
た
、
な
ん
ぱ
せ
ん
こ
れ
あ
る
せ
つ
、
い
さ
さ
か
の
し
な
た
り
）「
古
れ
」＝

之
。「
聊
の
」＝

わ
ず
か
の
。

（
13
）（
と
も
、
か
く
し
お
き
と
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
ア
ミ
ラ
シ
ハ
ツ
ク
ノ
）「
阿
る
登
古
路
ひ
」＝

書
い
て
あ
る
所
へ
。
ア
ミ
ラ
シ
ハ
ツ
ク
ノ＝

ア
ミ
ラ
シ

パ
ク

ノ

a
m
i-

ra
s-p
a
k
n
o
＝

爪
の
｜
割
り
板
｜
ま
で
も＝

爪
の
か
け
ら
程
も

（
14
）（
と
つ
う
べ
ん
い
た
し
、
つ
う
じ
し
ゅ
う
あ
り
。
あ
ま
り
ね
ん
の
い
れ
す
ぎ
）「
通
辞
衆
」＝

通
詞
た
ち
。「
念
の
入
春
き
」＝

念
の
入
れ
過
ぎ
、
入
念
の
し
過
ぎ
。

（
15
）（
た
る
こ
と
な
り
。
ア
ミ
と
は
、
つ
め
の
こ
と
な
り
。
ラ
シ
）「
ア
ミ
」＝

ア
ム

a
m
＝

爪
の
具
体
形

。
す
な
わ
ち
、
ア
ム
、
ア
ミ
、
ア
ミ
ヒ
と
変
化
す
る
。
ラ

シ＝

ラ
シ

ra
s ＝

割
り
板
、
削
ぎ
板
の
具
体
形

。
す
な
わ
ち
、
ラ
シ

、
ラ
シ
、
ラ
シ
ヒ
と
変
化
す
る
。

（
16
）（
は
、
そ
げ
と
い
う
こ
と
な
り
。
な
ん
ぞ
つ
め
の
そ
げ
）「
ソ
ケ
」「
楚
希
」＝

削
げ
。

（
17
）（
ご
と
き
の
も
の
、
べ
ん
ざ
い
、
か
の
ふ
ね
に
お
よ
ぶ
と
も
、
ぎ
ん
み
あ
）

（
18
）（
ら
ん
や
、
い
さ
さ
か
の
し
な
と
い
う
ご
に
、
な
ん
ぞ
つ
め
そ
げ
）「
ら
ら
」＝

「
ら
ら
」
と
書
い
た
が
、
筆
が
す
べ
っ
て
か
「
う
」
に
見
え
る
の
で
、
読
み
違
い

が
無
い
よ
う
に
重
ね
て
「
ら
」
を
書
い
て
あ
る
。「
語
」＝

単
語
。

（
19
）（
と
い
う
ご
あ
ら
ん
や
。
こ
れ
、
い
さ
さ
か
の
も
じ
を
、
え
ぞ
の
）「
阿
良
ん
や
」＝

あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
。「
聊
の
文
字
を
」＝

僅
か
な
文
章
を
。

（
20
）（
こ
と
ば
に
て
、
し
ら
ぬ
ゆ
え
な
り
。
し
ら
ぬ
こ
と
を
べ
つ
）「
奈
具
里
」＝

初
め
「
奈
里
」
と
書
い
た
が
、
筆
の
不
足
で
、「
里
」
よ
り
も
「
具
」
に
近
く
見
え
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る
の
で
、「
里
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。「
春
志
良
ぬ
」＝

知
ら
ぬ
、
し
ら
な
い
。「
春
」
の
上
を
白
亜
で
塗
り
、「
志
」
を
書
い
て
い
る
。「
由
へ
」＝

故
。「
別

名
」＝

全
く
別
の
表
現
。

（
21
）（
め
い
に
て
い
う
こ
と
は
、
き
ょ
げ
ん
な
り
。
し
か
ら
ば
）「
虚
言
」＝

嘘
。「
然
良
者
」＝

し
か
ら
ば
。
そ
う
で
あ
れ
ば
。

【
０
２
８
】

（
１
）（
お
そ
れ
お
お
き
こ
と
に
あ
ら
ず
や
、
お
ん
う
え
さ
ま
よ
り
お
お
せ
い
だ
）「
阿
良″

春
や
」＝

あ
ら
ず
や
。
〜
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
う
な
の
だ
。「
仰

出
さ
れ
し
盤
」＝
言
い
出
さ
れ
た
な
ら
。

（
２
）（
さ
れ
し
は
、
て
ん
か
い
っ
と
う
の
た
い
ほ
う
な
り
。
そ
れ
を
、
う
そ
に
）「
一
統
」＝

総
体
。「
大
法
」＝

重
要
な
法
規
、
厳
重
な
定
め
。「
う
楚
丹
」＝

嘘
に
。

（
３
）（
も
う
し
き
か
せ
る
は
、
な
に
ご
と
ぞ
や
。
も
し
も
、
お
ん
う
え
さ
ま
に
て
、
ご
）「
何
事″

楚
や
」＝

何
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
若
も
」＝

も
し
も
。

（
４
）（
ぞ
ん
じ
こ
れ
あ
り
そ
う
ら
わ
ば
、
い
か
が
い
た
す
や
。
そ
の
ま
ま
に
は
さ
し
お
く
）「
如
何
い
多
春
や
」＝

如
何
に
致
す
や
、
ど
う
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。「
差

置
」＝

そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
、
放
っ
て
置
く
。

（
５
）（
べ
か
ら
ず
。
そ
の
つ
み
の
が
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
ら
ば
、
え
ぞ
ち
）「″

遍
か
良″

春
」＝

〜
べ
き
で
は
な
い
、
〜
で
な
い
。「
罪
へ
ぬ
の
か
る
」＝

罪
を
逃
れ
る
、

罪
を
免
れ
る
。
初
め
は
「
罪
へ
」
と
書
き
、「
へ
」
の
上
に
「
ぬ
」
を
重
ね
書
き
し
、
そ
の
上
を
更
に
白
亜
を
塗
り
、「
の
」
に
訂
正
し
て
い
る
。「
然″

者
」＝

そ

う
で
あ
れ
ば
。

（
６
）（
つ
と
め
す
る
ひ
と
は
、
こ
こ
ろ
が
く
べ
き
だ
い
い
ち
は
、
え
ぞ
じ
ん
の
こ
と
ば
な
）「
心
掛″

遍
き
」＝

心
が
け
る
べ
き
、
留
意
す
べ
き
。

（
７
）（
り
。
お
た
が
い
に
、
ど
う
き
ん
の
ば
ん
に
ん
し
ゅ
う
は
、
し
ら
ぬ
こ
と
は
き
き
）「
春
志
良
ぬ
」＝

知
ら
ぬ
。
初
め
「
春
」
を
書
き
、
白
亜
で
塗
り
、
濃
い
墨
で

「
志
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

（
８
）（
お
ぼ
え
し
こ
と
は
お
し
え
、
お
ぼ
え
お
き
て
、
い
つ
、
つ
う
）「
覚
春
志
」＝
「
春
」
の
上
へ
白
亜
を
塗
り
、
し
の
字
を
書
い
て
訂
正
し
て
い
る
。「
お
保
ひ
置

天
」＝

覚
え
置
い
て
。「
何
時
」＝

い
つ
、
な
ん
ど
き
、
い
つ
ど
き
。

（
９
）（
べ
ん
お
う
せ
つ
け
ら
れ
そ
う
ろ
う
て
も
、
こ
と
ば
の
ま
ち
が
い
な
き
よ
う
）「
仰
付
良
連
天
も
」＝

言
い
つ
け
ら
れ
て
も
。

（
10
）（
に
、
い
た
さ
せ
た
き
も
の
な
り
。
え
ぞ
ち
の
ほ
う
こ
う
）「
い
多
左
せ
た
幾
も
の
奈
里
」＝
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
11
）（
す
る
う
ち
は
、
カ
ラ
ス
の
な
か
ぬ
ひ
は
あ
れ
ど
も
、
え
ぞ
じ
ん
の
こ
と
ば
）「
う
川
ち
盤
」＝

「
川
」
の
上
へ
白
亜
を
塗
り
「
ち
」
の
字
を
書
く
。「
有
共
」＝

細
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筆
で
脇
に
書
い
て
あ
る
。

（
12
）（
つ
か
わ
ぬ
ひ
は
、
あ
る
べ
か
ら
ず
。
つ
ね
に
に
ち
よ
う
の
こ
と
ば
）「
遣
王
ぬ
」＝

遣
わ
な
い
、
使
わ
な
い
。「
日
盤
」＝

こ
れ
ま
で
の
「
日
」
の
字
は
、
普
通
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
、
筆
の
走
り
か
ら
日
を
90
度
、
左
、
ま
た
は
右
へ
倒
し
、
丁
度
「
中
」
の
上
下
の
突
起
を
除
い
た
形
様
の
も
の
に
変
わ
る
傾
向
に
あ

る
。
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
正
規
は
「
日
」
を
書
き
、
筆
の
走
り
具
合
に
よ
っ
て
は
、
稀
に
「
口
」
の
中
に
「
乙
」「

″

」
も
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は
90
度
に
傾
い

た
も
の
を
癖
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
意
味
上
に
は
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
白
」
も
同
じ
手
法
で
書
い
て
い
る
。「
阿
る″

遍
か
良″

春
」＝

あ

ろ
う
は
ず
が
な
い
。

（
13
）（
な
ん
ぞ
こ
の
し
ょ
に
も
れ
ん
や
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
し
ょ
は
）「
も
れ
ん
や
」＝

漏
れ
て
い
る
。
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。「
然
者
」＝

そ
う
で
あ
れ
ば
。

（
14
）（
え
ぞ
ち
の
に
ち
よ
う
し
ゅ
う
と
も
い
う
べ
き
や
。
み
）「
い
ふ″

遍
き
や
」＝

言
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
15
）（
る
ひ
と
、
か
み
そ
ん
と
お
も
う
て
、
う
つ
し
と
ら
せ
た
き
）「
紙
楚
ん
登
」＝

紙
が
損
と
、
紙
が
損
だ
と
。「
思
ふ
天
」＝

思
っ
て
。「
写
春
取
せ
多
幾
」＝

写
し
取

ら
せ
た
い
。

（
16
）（
も
の
な
り
。
こ
れ
も
た
に
ん
に
も
う
す
こ
と
に
は
）「
も
も
の
奈
里
」＝

初
め
に
「
も
」
と
書
い
た
が
、
筆
の
す
べ
り
で
読
み
違
い
を
恐
れ
、
改
め
て
「
も
」
を

濃
墨
で
重
ね
書
き
し
て
い
る
。「
も
ふ
し
す
事
」＝
申
す
事
。「
し
」
を
書
い
た
上
に
「
す
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

（
17
）（
あ
ら
ず
。
わ
が
し
ん
ぞ
く
の
も
の
ど
も
は
、
よ
く
わ
き
ま
え
て
）「
能
弁
ひ
て
」＝

よ
く
認
識
し
て
。

（
18
）（
み
た
も
う
べ
し
）「
見
給
ふ″

遍
し
」＝

見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
19
）（
つ
れ
づ
れ
の
あ
ま
り
に
、
い
ろ
い
ろ
の
は
な
し
の
せ
き
に
、
え
）「
徒
れ
徒
れ
能
」＝

つ
く
づ
く
と
物
思
い
に
ふ
け
る
。「
席
丹
」＝

席
で
、
場
所
で
、
場
で
。

（
20
）（
ぞ
じ
ん
の
こ
と
ば
ろ
ん
ず
る
ひ
と
あ
り
。
そ
の
せ
き
に
、
わ
れ
ら
も
）「
ろ
ん″

春
番
る
」＝

論
ず
る
。
初
め
「
番
」
と
書
い
た
が
、
そ
れ
を
「
る
」
に
濃
墨
で

替
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
席
に
番
人
以
外
の
人
も
同
席
し
て
い
た
こ
と
の
正
確
を
規
す
為
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
た
微
細
な
訂
正
・
加
筆
と

合
わ
せ
、
圓
吉
の
実
直
な
生
真
面
目
さ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
一
文
で
あ
る
。

【
０
２
９
】

（
１
）（
お
り
し
な
り
。
ひ
と
り
も
う
す
に
は
、
え
ぞ
じ
ん
の
こ
と
ば
に
、
ど
う
も
が
）「
が
て
ん
」＝
合
点
。

（
２
）（
て
ん
の
い
か
ぬ
こ
と
あ
り
。
つ
き
さ
ま
を
も
チ
ュ
ク
と
い
う
）「
由
か
ぬ
」＝

行
か
ぬ
、
い
か
な
い
。
チ
ユ
ク＝

チ
ュ
プ

cu
p
＝

恒
星
、
太
陽
及
び
月
、
こ
こ
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で
は
月

。

（
３
）（
い
っ
か
つ
き
を
も
チ
ュ
ク
、
ま
た
、
あ
き
を
も
チ
ュ
ク
と
い
う
）「
壱
ヶ
月
」＝

い
っ
か
げ
つ
、
と
も
読
む
が
、
こ
こ
で
は
、
い
っ
か
つ
き
に
統
一
し
た
。
チ
ユ

ク＝
チ
ュ
プ

cu
p
＝

月
の
意
味
か
ら
、
３
月
、
５
月
の
月
も
同
様
に
チ
ュ
プ

と
い
う

。「
チ
ユ
ク
」＝

チ
ュ
ク

cu
k
＝

秋
、
秋
季

。

（
４
）（
こ
れ
、
べ
つ
に
な
が
あ
り
そ
う
な
も
の
だ
と
、
た
が
い
に
ろ
ん
）「
も
の
た
登
」＝

「
登
」
を
細
筆
で
脇
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
ろ
ん
」＝

論
。

（
５
）（
あ
り
。
ひ
と
り
、
て
ま
え
は
、
す
う
ね
ん
え
ぞ
ち
か
せ
ぎ
し
）「
手
前
」＝

自
分
。「
蝦
夷
地
稼
」＝

蝦
夷
地
に
出
稼
ぎ
を
す
る
。

（
６
）（
も
の
な
り
。
こ
れ
を
わ
き
ま
え
も
う
さ
ず
や
と
。
と
う
）「
弁
ひ
」＝

弁
え
。
物
の
道
理
を
充
分
に
理
解
す
る
、
認
識
す
る
。「
も
ふ
さ″

須
や
」＝

申
さ
す
哉
。

〜
を
し
な
い
の
か
。「
問
」＝

質
問
す
る
。

（
７
）（
い
ら
ざ
る
こ
と
と
は
お
も
い
な
が
ら
、
し
ら
ぬ
）「
い
良
左
る
」＝

不
用
。「
春
志
良
ぬ
」＝

知
ら
ぬ
。「
春
」
の
上
へ
「
志
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

（
８
）（
と
い
わ
ば
、
あ
ざ
け
ら
れ
ん
と
お
も
い
、
お
の
お
の
が
た
は
）「
い
者
王″

者
」＝

「
者
」
を
「
王
」
に
替
え
て
訂
正
し
て
い
る
。「
あ″

左
け
良
れ
ん
」＝

嘲
ら
れ

る
だ
ろ
う
。「
各
か″

多
盤
」＝

各
々
方
は
。

（
９
）（
む
ひ
つ
の
ひ
と
が
た
に
も
あ
ら
ず
。
な
ん
ぞ
さ
よ
う
の
）「
無
筆
」＝

ふ
で
な
き
、
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
む
ひ
つ
と
し
た
。「
人
か
多
丹
も
阿
良″

春
」

＝

人
方
に
も
非
ず
。「
奈
ん
楚
」＝

何
ぞ
。「
左
よ
う
の
」＝

左
様
の
。

（
10
）（
こ
と
を
ろ
ん
ず
る
や
。
つ
き
さ
ま
の
つ
き
と
い
う
も
じ
、
ま
た
）「
ろ
ん″

春
る
や
」＝

論
ず
る
哉
。
議
論
す
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
し
な
い
。

（
11
）（
い
っ
か
つ
き
の
つ
き
と
い
う
も
じ
、
べ
つ
に
あ
る
や
。
あ
る
べ
か
）「
別
丹
阿
る
や
」＝

別
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。「
阿
る″

遍
か
良″

春
」＝

あ
る
筈
が
な
い
、
あ
ろ

う
筈
も
な
い
。

（
12
）（
ら
ず
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
ふ
た
つ
は
、
ろ
ん
ず
る
に
た
ら
ず
）「
春
志
か
良″

者
」
の
「
春
」
に
白
亜
を
塗
り
「
志
」
を
書
く
。「
ろ
ん″

春
る
」＝

論
ず
る
。「
た

良″

春
」＝

足
ら
ず
。

（
13
）（
ま
た
、
し
ょ
う
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
の
よ
る
よ
り
、
じ
ゅ
う
に
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
ま
で
、
ま
ん
げ
つ
）

（
14
）（
の
な
き
つ
き
は
、
あ
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
、
な
ぜ
に
）「
の
奈
幾
月
盤
」＝

〜
の
な
い
月
は
。「
阿
る″

遍
か
良″

春
」＝

０
２
９
｜
１
１
の
注
と
同
じ
。「
奈

ぜ
丹
」＝

何
故
に
。

（
15
）（
は
ち
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
と
、
く
が
つ
の
じ
ゅ
う
ご
に
ち
ば
か
り
、
つ
き
を
）

七
七

『
番
人
円
吉
蝦
夷
記

全
』
翻
刻
と
解
説
｜
二



（
16
）（
ま
つ
る
や
。
あ
き
の
じ
ゅ
う
ご
に
ち
の
み
、
つ
き
を
ま
つ
る
。
こ
れ
）「
□
満
ま
づ
る
や
」＝

祭
る
哉
。
祀
る
の
だ
ろ
う
か
。
□
は
、
満
の
二
度
書
き
ら
し
い

が
、
重
ね
た
こ
と
で
読
み
違
い
の
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
、
脇
に
「
ま
」
を
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
の
ミ
」＝

而
巳
。
〜
だ
け
、
〜
ば
か
り
。「
ま
づ
る
」

＝
祀
る
、
祭
る
。

（
17
）（
つ
き
を
ま
つ
る
こ
ろ
に
な
り
し
、
と
い
う
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
）「
古
路
」＝

頃
。

（
18
）（
と
こ
た
え
け
る
）「
古
多
へ
」＝

答
え
。

（
19
）（
ま
た
、
い
わ
く
。
ふ
で
に
て
か
く
こ
と
も
、
ヌ
イ
と
い
う
。
ま
た
）「
い
王
く
」＝

曰
く
。
言
う
事
に
は
。「
ヌ
イ
」＝

ヌ
イ
ェ

n
u
y
e
＝

模
様
）
を
描
く
、

（
型
・
形
）
を
つ
け
る
、
彫
る
、
彫
刻
を
す
る
、（
文
字
）
を
書
く

。

（
20
）（
こ
が
た
な
に
て
ほ
る
も
、
ヌ
イ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
い
か
に
）「
彫
」＝

彫
刻
す
る
、
刻
み
込
む
。「
ヌ
イ
」＝

ヌ
イ
ェ
。「
い
か
丹
」＝

如
何
に
。

（
21
）（
わ
れ
ら
は
つ
う
じ
で
な
し
。
え
ぞ
こ
と
ば
の
し
し
ょ
う
）「
通
辞
」＝

資
格
の
あ
る
、
本
格
的
な
）
通
訳
。「
蝦
夷
詞
の
師
匠
」＝

ア
イ
ヌ
語
の
研
究
家
、
学
者
。

（
22
）（
で
も
な
し
。
す
べ
て
て
に
て
も
よ
う
つ
け
る
こ
と
は
）「
都
て
」＝

す
べ
て
、
惣
て
、
全
て
、
総
て
、
凡
て
、
統
べ
て
。

【
０
３
０
】

（
１
）（
ヌ
イ
な
り
。
も
め
ん
ぞ
め
、
い
ろ
よ
き
も
の
を
も
ぬ
い
、
ヌ
イ
ヒ
リ
カ
）「
ぬ
以
」＝

ヌ
イ
ェ
。「
ぬ
以
」＝

縫
い
。「
ヌ
イ
ヒ
リ
カ
」＝

ヌ
イ
ェ
ピ
リ

カ

n
u
y
e-

p
irk
a
＝

刺
繡
模
様
、
彫
刻
の
描
き
が
｜
良
い＝

模
様
が
素
晴
ら
し
い

（
２
）（
と
い
う
。
ま
た
、
お
ん
な
ど
じ
ん
ど
も
、
く
ち
の
い
れ
ず
み
、
て
く
び
の
い
れ
ず
み
）

（
３
）（
な
ど
も
、
ま
た
、
ヌ
イ
と
い
う
。
こ
れ
を
も
つ
て
か
ん
が
え
れ
ば
）「
ヌ
イ
」＝

ヌ
イ
ェ
。「
是
を
も
川
天
」＝

是
を
以
て
。

（
４
）（
て
に
て
も
よ
う
お
く
こ
と
は
、
ヌ
イ
な
り
。
ア
ツ
シ
）「
ヌ
イ
」＝

ヌ
イ
ェ
。「
厚
し
」＝

ア
ッ
ト
ゥ
シ

a
t-tu

s

↓ru
s-i ＝

繊
維
、
糸
を
｜
毛
皮
（
状
に
し
た
）

｜
も
の＝

植
物
繊
維
、
特
に
樹
皮
の
内
皮
を
糸
に
し
て
機
織
機
で
織
り
上
げ
た
樹
皮
布
、
お
よ
び
、
そ
れ
で
仕
立
て
た
樹
皮
衣

（
５
）（
な
ど
へ
も
め
ん
お
く
こ
と
も
、
ぬ
い
つ
け
る
と
い
う
な
り
）「
木
綿
置
」＝

裂
い
た
木
綿
布
で
模
様
を
描
く
よ
う
に
配
置
し
て
縫
い
つ
け
る
。
ぬ
以
付
る＝

縫
い

付
け
る
。

（
６
）（
ま
た
い
わ
く
。
よ
る
を
ク
ン
ネ
と
い
う
。
く
ろ
く
そ
め
し
も
の
）「
い
王
く
」＝

曰
く
。「
ク
ン
子
」＝

ク
ン
ネ

k
u
n
n
e
＝

１
）
黒
い
、（
２
）
暗
い
、（
３
）

夜

。「
○
ま
多
」＝

句
頭
に
あ
る
墨
に
よ
る
「
○
」
印
は
、
０
３
１
｜
９
、
０
３
３
｜
２
、
０
３
４
｜
１
８
、
０
３
８
｜
１
９
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
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し
て
い
る
の
は
、
改
行
部
分
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
新
し
い
も
の
に
な
る
ほ
か
、
継
続
や
別
の
視
点
か
ら
の
記
述
も
あ
っ
て
、
決
し

て
一
様
で
は
な
い
。

全
体
の
改
行
部
位
を
通
し
て
見
る
と
、
内
容
別
に
若
干
行
間
を
あ
け
る
手
法
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
「
○
」
印
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
む

し
ろ
、
下
書
き
を
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
12
月
18
日
か
ら
書
き
初
め
、
そ
れ
を
推
敲
し
て
は
、
一
気
に
本
書
に
転
写
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
序
文
は
、
そ

う
し
た
書
き
足
し
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
複
す
る
内
容
が
前
後
に
も
見
ら
れ
る
事
か
ら
も
窺
え
、
幾
度
と
な
く
読
み
返
し
て
全
体
を
推
敲
し
な
が
ら
、

不
足
部
分
の
内
容
を
あ
れ
こ
れ
と
下
書
き
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
○
」
印
が
後
半
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
序
文
の
決
め
と
、
開
始
の
記
号
で

あ
り
、
紋
別
に
お
け
る
圓
吉
の
思
考
過
程
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
７
）（
も
ク
ン
ネ
と
い
う
。
こ
れ
は
ど
う
だ
。
わ
れ
が
い
わ
く
）「
く
ん
ね
」＝

ク
ン
ネ
。「
い
王
く
」＝

曰
く
。

（
８
）（
よ
る
は
い
っ
さ
い
の
も
の
、
く
ろ
く
み
え
る
ゆ
え
、
ク
ン
ネ
な
り
）「
一
さ
以
乃
物
」＝

一
切
の
物
。「
由
へ
」＝

故
。「
ク
ン
子
」＝

ク
ン
ネ
。

（
９
）（
し
か
れ
ど
も
、
よ
る
の
く
ら
き
に
か
ぎ
ら
ず
、
ひ
る
に
て
も
、
あ
か
り
）「
然″

登
も
」＝

け
れ
ど
も
。「
丹
限
良
春
」＝

細
筆
で
脇
に
加
筆
し
て
あ
る
。「
あ″

加

里
登
り
」＝

明
り
取
り
。
室
内
へ
の
採
光
窓
。

（
10
）（
と
り
な
く
、
く
ら
き
を
、
シ
リ
ク
ン
ネ
と
い
う
）「
く
良
幾
」＝

暗
き
。「
シ
リ
ク
ン
子
」＝

シ
リ

ク
ン
ネ

sir-k
u
n
n
e ＝

辺
り
が
｜
暗
い＝

薄
暗
い
、
日
が
落
ち

て
暗
い

。

（
11
）（
ま
た
、
く
ろ
く
そ
め
る
を
ク
ン
ネ
カ
ル
と
い
う
。
あ
と
さ
き
）「
ク
ン
子
カ
ル
」＝

ク
ン
ネ
カ
ル

k
u
n
n
e-k

a
r ＝

黒
く
｜
す
る＝

加
工
す
る＝

黒
く
す
る
、
黒

く
染
め
る

。「
跡
光
」＝

後
先
。

（
12
）（
す
こ
し
づ
つ
、
こ
と
ば
の
つ
け
か
た
に
て
ち
が
い
も
あ
る
）「
詞
の
付
か″

多
」＝

単
語
の
組
み
合
わ
せ
。「
違
ひ
も
阿
る
」＝

意
味
の
違
い
が
あ
る
。

（
13
）（
な
り
。
そ
の
ば
へ
た
ち
よ
り
し
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
）「
楚
の
場
へ
立
寄
し
者
」＝

そ
の
場
に
居
合
せ
た
者
。「
阿
良″

左
れ″

者
」＝

な
け
れ
ば
。

（
14
）（
し
か
と
、
わ
き
ま
え
が
た
し
。
そ
の
み
ち
に
よ
り
て
、
こ
こ
ろ
え
）「
聢
登
」＝
は
っ
き
り
と
、
慥
に
、
し
っ
か
り
と
。「
弁
ひ
か
多
し
」＝

わ
き
ま
え
難
い
。

（
15
）（
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
）

（
16
）（
ま
た
い
わ
く
、
え
ぞ
じ
ん
、
し
ん
れ
い
を
カ
ム
イ
と
い
う
。
は
く
じ
ゃ
ま
で
）「
神
霊
」＝
魂
、
霊
魂
。
カ
ム
イ

k
a
m
u
y
＝

神
、
素
手
だ
け
で
は
戦
え
な
い

相
手
、
人
の
力
量
を
遥
か
に
超
え
た
相
手
の
総
称
、
ほ
か
に
大
型
の
陸
海
獣
、
鳥
、
毒
を
所
有
す
る
動
植
物
、
死
ん
だ
動
植
物
、
器
物
の
霊
魂
、
悪
霊
、
病
魔
、

七
九

『
番
人
円
吉
蝦
夷
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全
』
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生
霊
、
死
霊
な
ど
も
含
ま
れ
る

。

（
17
）（
も
カ
ム
イ
と
い
う
。
あ
ま
り
ち
が
い
の
だ
い
な
る
こ
と
と
い
う
。
わ
れ
が
）「
余
り
違
の
大
成
事
」＝

そ
の
意
味
が
広
範
に
及
ぶ
こ
と
。

（
18
）（
い
わ
く
。
し
か
ら
ば
、
ほ
ん
ち
ょ
う
、
い
こ
く
ど
も
に
、
ぜ
ん
れ
い
の
み
）「
春
志
か
良″

春
」＝

然
ら
ば
の
書
き
誤
り
。
そ
う
で
あ
れ
ば
。「
春
」
の
上
に
白
亜

を
塗
り
「
志
」
を
書
く
。「
本
朝
」＝

我
が
国
の
朝
廷
、
日
本
。「
の
ミ
」＝

而
巳
、
〜
だ
け
、
〜
ば
か
り
。

（
19
）（
か
み
と
ま
つ
る
や
、
あ
く
れ
い
を
も
、
か
み
と
あ
が
め
そ
う
ろ
う
ぎ
は
）「
崇
免
侯
」＝

あ
が
め
る
、
崇
め
奉
る
。

（
20
）（
あ
ま
た
あ
る
べ
し
。
に
ほ
ん
に
て
は
、
し
ち
め
ん
み
ょ
う
じ
ん
）「
阿
ま
多
」＝

数
多
、
数
多
く
。「
七
面
明
神
」＝

日
蓮
宗
の
本
山
が
あ
る
身
延
山
久
遠
寺
の
北

に
聳
え
る
七
面
山
の
女
神
で
日
蓮
宗
の
守
護
神
。
七
面
明
神
像
は
、
右
手
に
鍵
を
持
ち
、
正
法
を
開
い
て
人
々
を
救
済
し
、
左
手
に
火
災
如
意
宝
珠
を
持
ち
、

仏
に
献
上
し
て
成
仏
を
約
束
す
る
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。

【
０
３
１
】

（
１
）（
く
ず
り
ゅ
う
ご
ん
げ
ん
は
、
へ
び
な
り
。
ま
た
。
や
ま
い
の
か
み
、
ぼ
ん
）「
九
つ
龍
権
現
」＝

九
頭
龍
権
現
と
は
、
一
つ
の
体
に
九
つ
の
頭
を
持
っ
て
い
る
と

言
う
想
像
上
の
龍
で
、
密
教
を
守
護
す
る
神
と
さ
れ
て
い
る
。「
龍
蛇
」＝

「
龍
」
は
、
そ
の
上
に
白
亜
を
塗
り
「
蛇
」
の
字
を
書
く
。「
盆
徒
能
神
」＝

梵
天
で
あ

れ
ば
、
梵
天
王
、
即
ち
、
色
界
の
王
。
鵞
と
い
う
鳥
に
乗
っ
て
来
る
と
い
う
。
煩
悩
で
あ
れ
ば
、
苦
悩
、
苦
悶
、
心
痛
な
ど
を
作
用
す
る
神
の
こ
と
か
？

（
２
）（
の
う
し
ん
も
あ
り
。
い
こ
く
に
て
は
、
だ
い
は
ん
に
ゃ
じ
ゅ
う
ろ
く
）「
徒
能
神
」＝

「
徒
」
の
字
に
白
亜
を
塗
り
「
能
」
の
字
を
書
く
。「
大
般
若
十
六
善
神
」

＝

般
若
経
の
護
符
を
誓
っ
た
十
六
の
夜
叉
神
と
は
、
薬
師
十
二
神
将
に
四
天
王
を
加
え
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
３
）（
ぜ
ん
し
ん
ど
も
、
も
と
は
わ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
か
み
）

（
４
）（
と
ま
つ
る
。
い
わ
ん
や
、
え
ぞ
じ
ん
に
お
い
て
お
や
。
お
そ
）「
い
王
ん
や
」＝

況
や
。
ま
し
て
、
そ
の
う
え
。「
を
や
」＝

〜
で
あ
ろ
う
か
。

（
５
）（
れ
ざ
ら
ん
や
。
は
く
じ
ゃ
は
、
す
う
せ
ん
ね
ん
の
の
ち
、
り
ゅ
う
と
な
）「″
左
良
ん
や
」＝

〜
す
る
だ
ろ
う
か
。

（
６
）（
る
と
あ
れ
ば
、
カ
ム
イ
と
も
う
す
も
こ
と
わ
り
な
り
。
す
べ
て
）「
断
り
」＝

理
、
事
割
、
道
理
、
筋
み
ち
。

（
７
）（
お
そ
る
る
も
の
を
、
カ
ム
イ
と
い
う
こ
と
は
、
え
ぞ
じ
ん
）「
蝦
夷
ノ
人
」＝

「
ノ
」
は
文
字
で
は
な
く
、
反
古
紙
の
文
字
擦
（
か
す
）
れ
で
あ
り
、
４
行
先
の

下
辺
「

″

」
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
紙
か
ら
紙
質
が
厚
く
な
る
。
０
０
１
〜
０
３
０
ま
で
は
、
均
質
の
薄
手
和
紙
で
あ
る
。
カ
ム
イ

k
a
m
u
y
＝

神
、

神
様
の
総
称
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（
８
）（
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
）「
か
幾
る
」＝

限
る
。

（
９
）（
え
ぞ
じ
ん
へ
お
ん
お
き
て
が
き
、
も
う
し
き
か
せ
る
せ
つ
を
オ
ム
シ
ャ
と
い
う
）「
ヲ
ム
シ
ヤ
」＝

こ
れ
は
、
ウ
ム
シ
ャ
、
ウ
ム
サ

u
-m
u
s(y
)a
＝

お
互
い
に

｜
撫
で
さ
す
る＝

無
事
を
確
か
め
合
っ
て
体
を
摩
る
行
為

を
、
和
人
が
オ
ム
シ
ャ
と
聞
い
た
こ
と
に
よ
る
。
句
頭
の
墨
に
よ
る
○
印
に
つ
い
て
は
、
０
３
０

｜
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）（
こ
れ
、
え
ぞ
こ
と
ば
に
や
、
わ
じ
ん
こ
と
ば
に
や
、
き
き
た
き
も
の
と
い
う
）「
聞
度
も
の
」＝

聞
き
た
い
も
の
。

（
11
）（
ひ
と
あ
り
。
わ
れ
が
い
わ
く
、
わ
た
く
し
ら
も
く
わ
し
き
こ
と
は
し
ら
ず
）「
春
し
良
春
」＝

知
ら
ず
。「
春
」
の
上
に
白
亜
を
塗
っ
て
か
ら
、「
し
」
を
書
く
。

（
12
）（
す
こ
し
き
き
し
こ
と
あ
り
。
わ
た
く
し
ら
は
、
わ
じ
ん
こ
と
ば
と
お
も
う
）

（
13
）（
な
り
。
そ
の
ゆ
え
ん
は
、
お
う
こ
よ
り
、
え
ぞ
ほ
う
き
し
て
）「
由
へ
」＝

ゆ
え
（
ん
）。
所
以
、
由
縁
。

（
14
）（
わ
じ
ん
を
こ
ろ
す
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
し
か
る
を
て
ん
め
い
ね
ん
ち
ゅ
う
）「
殺
し
春
」＝

「
し
」
の
上
か
ら
「
春
」
を
書
く
。「
か
き
里
」＝

限
り
。「
天
明
年
中

ア
ッ
ケ
シ
へ
蜂
起
し
天
」＝

寛
政
元
年
の
目
梨
・
国
後
の
抗
争
の
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）（
ア
ッ
ケ
シ
へ
ほ
う
き
し
て
、
ア
ッ
ケ
シ
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ナ
シ
リ
）「
ア
ツ
ケ
シ
」＝

厚
岸
。「
ク
ナ
シ
リ
」＝

国
後
島
。

（
16
）（
ネ
ム
ロ
ま
で
も
、
わ
じ
ん
を
こ
ろ
し
、
ま
つ
ま
え
け
よ
り
、
お
お
ぜ
い
の
）「
ネ
モ
ロ
」＝

根
室
。

（
17
）（
ご
に
ん
ず
う
つ
か
わ
し
、
え
ぞ
じ
ん
す
う
ひ
ゃ
く
に
ん
を
こ
ろ
し
、
そ
の
の
ち
、
え
）「
御
人
数
」＝

お
ん
に
ん
ず
う
、
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ご
に
ん

ず
う
に
統
一
し
た
。

（
18
）（
ぞ
こ
く
ち
ゅ
う
の
ぶ
き
を
や
き
す
て
る
。
え
ぞ
お
お
く
こ
う
さ
ん
）「
際
降
参
」＝

「
際
」
の
字
を
上
か
ら
訂
正
し
て
「
降
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
部
分

の
関
連
記
事
は
、
０
２
２
〜
０
２
３
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
じ
文
は
、
０
２
２
｜
１
６
に
も
見
え
る
。

（
19
）（
し
、
お
り
し
も
の
に
、
じ
ん
ば
お
り
い
ち
ま
い
づ
つ
つ
か
わ
し
、
そ
の
の
ち
）「
陣
羽
織
」＝

陣
中
で
鎧
、
具
足
の
上
に
着
た
表
衣
、
具
足
羽
織
、
押
羽
織
と
も

い
う
。「
降
し
」＝

く
だ
り
し
、
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
お
り
し
と
す
る
。

（
20
）（
え
ぞ
じ
ん
に
よ
う
む
き
も
う
し
つ
け
る
せ
つ
は
、
よ
ろ
い
、
か
ぶ
と
を
き
）「
鎧
」＝
戦
い
に
着
用
し
て
身
体
を
守
る
武
具
。「
兜
」＝

戦
の
際
頭
部
を
守
る
武

具
。
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【
０
３
２
】

（
１
）（
ゆ
み
や
、
て
っ
ぽ
う
、
や
り
を
も
ち
、
て
ん
め
い
ね
ん
ち
ゅ
う
し
ゅ
つ
じ
ん
の
）「

」＝

鉄
砲
。「
天
明
年
中
出
陣
」＝

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
こ
と
で

あ
る
。

（
２
）（
い
で
た
ち
、
む
し
ゃ
す
が
た
に
て
も
う
し
つ
け
る
。
な
に
ご
と
に
て
も
あ
る
）「
武
者
姿
」＝

軍
に
従
事
す
る
人
が
武
具
を
着
用
し
た
姿
。「
春
可
多
」＝

「
姿
」

の
脇
に
書
い
て
い
る
。

（
３
）（
に
お
い
て
は
、
て
ん
め
い
ね
ん
ち
ゅ
う
の
れ
い
に
ま
か
す
と
）「
天
明
年
中
」＝

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
出
陣
の
こ
と
で
あ
る
。「
例
丹
」＝

事
例
に
、
慣
例

に
。

（
４
）（
も
う
し
け
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
っ
て
な
、
こ
づ
か
い
へ
、
ご
よ
う
）「
乙
名
」＝

お
っ
て
な
、
お
と
な
（＝

大
人
）。
本
来
は
一
族
の
長
で
あ
っ
た
が
、
中

世
以
降
に
各
村
の
村
落
自
治
の
中
心
と
な
っ
た
農
民
、
江
戸
期
に
は
、
そ
の
役
を
担
う
役
職
名
と
な
る
。
松
前
藩
は
ア
イ
ヌ
村
落
の
自
治
体
制
の
長
に
応
用
し

た
。「
小
使
」＝

こ
ず
か
い
、
こ
ん
つ
か
い
。
松
前
藩
は
乙
名
を
補
佐
す
る
役
割
に
任
じ
た
。

（
５
）（
あ
り
と
も
う
さ
れ
そ
う
ろ
う
せ
つ
は
、
ま
た
お
ん
む
し
ゃ
さ
ま
）「
ま
多
御
武
者
方
様
与
里″

加
」＝

御
上
様
と
言
わ
ず
に
「
又
、
御
武
者
様
よ
り
（
の
命
令
）

か
」
と
い
っ
た
。

（
６
）（
よ
り
か
、
と
も
う
さ
れ
た
り
。
ま
た
は
、
ま
た
）

（
７
）（
お
ん
む
し
ゃ
さ
ま
は
で
る
の
か
、
と
も
う
さ
れ
、
よ
び
に
）「
御
武
者
さ
満
盤
出
る
の
か
」＝

御
武
者
様
は
、
役
目
を
促
さ
れ
る
と
そ
の
場
に
出
る
の
か
と
応
え

た
。

（
８
）（
つ
か
わ
す
と
、
ま
た
、
お
ん
む
し
ゃ
か
、
と
も
う
さ
れ
た
り
。
こ
）「
呼
丹
遣
し
登
」＝

乙
名
な
ど
を
呼
び
に
や
る
と
。「
ま
多
、
御
武
者″

加
登
、
申
さ
れ
た

里
」＝

「
ま
た
、
御
武
者
（
か
ら
の
呼
び
出
し
）
か
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
会
話
が
オ
ム
シ
ャ
と
な
っ
た
と
い
う
圓
吉
の
解
説
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
な
誤
り
で

あ
る
。

（
９
）（
れ
よ
り
、
い
っ
か
ね
ん
に
い
ち
ど
づ
つ
、
お
き
て
を
も
う
し
わ
た
す
こ
と
）

（
10
）（
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
む
し
ゃ
す
が
た
な
る
べ
し
。
こ
れ
に
よ
）

（
11
）（
り
て
、
ヲ
ム
シ
ャ
と
も
う
し
そ
う
ろ
う
よ
し
。
ま
つ
ま
え
け
の
じ
だ
い
）
オ
ム
シ
ャ
の
語
源
を
類
音
の
「
御
武
者
」
に
よ
る
と
し
た
民
衆
の
解
釈
・
風
評
が
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あ
っ
た
こ
と
は
、
面
白
い
事
例
で
あ
る
。

（
12
）（
は
、
ぶ
ぐ
、
ぶ
き
を
か
ざ
り
、
げ
ん
じ
ゅ
う
に
あ
り
し
が
、
い
ま
）「
松
前
家
の
時
代
盤
、
武
具
、
武
器
越

り
、
厳
重
丹
阿
り
」＝

こ
う
い
っ
た
風
景
は
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
が
航
海
船
を
仕
立
て
て
松
前
に
出
向
き
、
藩
主
や
藩
士
と
の
オ
ム
シ
ャ
（
目
見
え
）
の
際
に
は
、
あ
え
て
武
器
、
武
具
類
を
並
べ
飾
り
立
て
て
威

厳
を
誇
示
し
、
後
世
に
道
内
の
各
場
所
で
の
オ
ム
シ
ャ
で
も
武
具
で
身
を
固
め
て
威
圧
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
厳
重
」＝

お
ご
そ
か
な
こ
と
、
い
か
め
し

い
事
。

（
13
）（
は
、
じ
せ
つ
か
わ
り
、
じ
ょ
う
ふ
く
と
な
り
、
む
し
ゃ
ぶ
り
は
）「
武
者
ぶ
里
」＝

武
者
振
り
、
武
者
の
風
俗
。

（
14
）（
す
こ
し
も
な
し
。
え
ぞ
じ
ん
も
こ
こ
ろ
え
ち
が
い
し
て
、
ヲ
ム
）

（
15
）（
シ
ャ
は
、
さ
け
の
み
に
あ
つ
ま
る
も
の
の
よ
う
に
こ
こ
ろ
え
）「
進
出
集
る
」＝

「
進
出
」
の
上
に
白
亜
を
塗
り
、「
集
」
を
書
く
。

（
16
）（
お
り
、
い
に
し
え
の
え
ぞ
じ
ん
は
、
ぶ
け
さ
ま
の
ま
え
に
）「
い
に
し
へ
」＝

古
、
昔
、
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
時
代
。

（
17
）（
て
、
け
ん
か
い
た
し
た
と
い
う
こ
と
を
き
か
ず
）「
喧

」＝

喧
嘩
。「
い
多
春
た
」＝

致
し
た
。「
き
可″

春
」＝

聞
か
ず
。

（
18
）（
い
ま
の
え
ぞ
じ
ん
は
、
ヲ
ム
シ
ャ
の
せ
き
に
て
、
さ
け
に
）「
ヲ
ム
シ
ヤ
」＝

「
ヲ
」
は
、
ラ
に
ノ
を
書
き
加
え
て
「
ヲ
」
と
し
て
い
る
。「
さ
け
丹
」＝

酒
に
。

（
19
）（
よ
い
、
こ
う
ろ
ん
に
お
よ
べ
り
。
お
そ
れ
お
お
く
も
、
う
え
さ
ま
）「
口
論
」＝

言
葉
で
論
争
す
る
、
口
い
さ
か
い
、
口
喧
嘩
、
言
い
合
い
。「
上
さ
満
」＝

上

様
、
貴
人
の
尊
称
。

（
20
）（
を
お
そ
れ
ざ
る
こ
と
は
、
て
ん
め
い
ね
ん
ち
ゅ
う
の
あ
く
）

【
０
３
３
】

（
１
）（
え
ぞ
に
ま
さ
る
。
ま
こ
と
に
な
げ
か
わ
し
き
こ
と
に
あ
）「
満
左
留
」＝
勝
る
、
優
る
。「
阿
ら″

春
や
」＝

〜
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）（
ら
ず
や
）

（
３
）（
あ
る
ひ
と
の
い
わ
く
。
え
ぞ
じ
ん
の
は
じ
ま
り
は
、
ひ
め
ぎ
み
ひ
と
り
）「
い
王
く
」＝

曰
く
。
句
頭
の
墨
に
よ
る
○
印
は
、
０
３
０
｜
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）（
る
ざ
い
に
な
り
、
ひ
と
な
き
し
ま
へ
よ
り
あ
が
り
、
い
ぬ
と
め
）「
嶋
」＝

島
。「
夫
婦
」＝

ふ
う
ふ
、
と
も
読
め
る
が
、
め
お
と
に
統
一
し
た
。

（
５
）（
お
と
に
な
り
、
こ
を
も
う
け
、
そ
の
し
そ
ん
な
る
よ
し
）「
も
ふ″

希
」＝

儲
け
。

（
６
）（
こ
れ
は
じ
つ
の
こ
と
な
る
や
、
た
づ
ね
し
ひ
と
あ
り
。
わ
れ
）「
予
」＝

自
分
、
私
。
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（
７
）（
が
い
わ
く
。
し
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
そ
れ
は
）「
い
王
く
」＝

曰
く
。「
志
良
ぬ
」＝

知
ら
な
い
。

（
８
）（
ど
う
も
じ
つ
と
い
い
が
た
し
。
そ
の
ゆ
え
、
い
か
ん
と
な
）「
言
言
か″

多
し
」＝

「
言
」
と
書
い
た
が
、
壱
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
白
亜
を
塗
り
、
再
び

「
言
」
と
書
く
。「
由
へ
」＝

故
、
由
縁
。

（
９
）（
れ
ば
、
に
ほ
ん
に
、
さ
よ
う
の
ほ
う
あ
る
こ
と
、
い
に
し
え
よ
）「
い
に
し
へ
」＝

古
、
昔
。

（
10
）（
り
、
な
ん
の
し
ょ
に
も
み
え
ず
。
る
ざ
い
は
、
な
に
こ
く
、
な
に
）

（
11
）（
こ
お
り
、
な
に
む
ら
と
さ
だ
ま
り
、
そ
の
と
こ
ろ
の
じ
と
う
は
、
う
け
と
り
し
）「
地
頭
」＝

知
行
所
を
持
つ
旗
本
、
侍
。

（
12
）（
な
り
。
ま
た
、
し
ざ
い
の
お
ん
な
、
る
ざ
い
に
な
り
、
そ
の
し
そ
ん
）

（
13
）（
な
ら
ば
、
お
ん
な
は
に
ほ
ん
の
ふ
う
ぞ
く
の
こ
り
も
う
す
べ
き
に
）「
能″

古
里
」＝

残
り
。

（
14
）（
さ
に
も
な
く
、
え
ぞ
の
メ
ノ
コ
は
、
く
び
に
よ
う
ら
く
を
）「
女
ノ
子
」＝

メ
ノ
コ

m
en
o
k
o
＝

日
本
語
、
女
の
子＝

メ
ノ
コ
が
ア
イ
ヌ
語
に
移
入
さ
れ
て
、

女
児
か
ら
女
や
女
性
の
意
味
と
な
る

。「
や
う
ら
く
」＝

、
イ
ン
ド
の
貴
族
男
女
が
珠
玉
や
貴
金
属
を
糸
に
通
し
、
頭
、
首
、
胸
に
掛
け
る
装
身
具
、
首
飾

り
。

（
15
）（
か
け
、
み
み
に
か
ん
を
さ
げ
、
て
に
て
か
ね
を
つ
け
）「
か″

希
」＝

掛
け
、
懸
け
。「
く
王
ん
」＝

、
金
属
製
の
輪
、
円

、
楕
円

、
半

。
手
か
称＝

手

金
。
手
首
に
嵌
め
る
金
属
板
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
。「
さ
希
」＝

下
げ
。「
徒
希
」＝

付
け
。
着
用
し
、
着
装
し
。

（
16
）（
あ
し
く
び
に
か
ね
を
つ
け
、
く
ち
を
そ
め
、
て
を
そ
め
い
た
）「
か
称
」＝

金
属
製
の
足
（
首
）
輪
、
円

、
楕
円

、
半

。
口
を
楚
免＝

口
及
び
、
そ
の
周

縁
へ
の
入
墨
。「
手
越
染
」＝

指
、
手
甲
、
前
腕
へ
の
入
墨
。「
い
多
し
」＝

致
す
。

（
17
）（
す
べ
き
や
。
ま
た
、
お
と
こ
は
、
い
ぬ
の
し
そ
ん
な
ら
ば
、
す
こ
）

（
18
）（
し
は
、
そ
の
お
こ
な
い
の
こ
る
べ
き
に
、
そ
れ
も
な
く
）「
能
古
る
」＝

残
る
。

（
19
）（
い
ぬ
の
に
く
ま
で
も
く
ら
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
か
ん
が
え
）「
く
ろ
ふ
」＝

物
を
食
べ
る
、
飲
む
の
粗
い
言
い
方
。「
も
川
天
」＝

こ
の
辺
り
に
、
長
さ
２
㎝
ば
か

り
の
女
の
細
い
毛
髪
が
付
着
し
て
い
た
。

（
20
）（
れ
ば
、
ど
う
も
じ
つ
に
は
お
も
わ
れ
ぬ
な
り
）「
思
王
れ
ぬ
」＝

思
わ
れ
な
い
。

（
21
）（
た
と
え
、
る
ざ
い
の
お
ん
な
に
も
せ
よ
、
に
ほ
ん
お
ん
な
に
は
、
あ
）「
多
登
へ
」＝

例
え
。
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【
０
３
４
】

（
１
）（
る
べ
か
ら
ず
。
ち
か
ご
ろ
ま
で
、
つ
が
る
う
て
つ
、
か
ま
）「
鵜
鉄
」＝

三
厩
村
宇
鉄
。「
釜
の
沢
」＝

三
厩
村
釜
野
沢
。

（
２
）（
の
さ
わ
、
ふ
じ
さ
き
へ
ん
に
は
、
え
ぞ
の
し
そ
ん
あ
り
。
な
ん
ぶ
の
）「
藤
崎
」＝

藤
崎
市
は
弘
前
市
の
北
隣
に
あ
る
が
、
三
厩
村
藤
島
の
誤
り
。

（
３
）（
な
か
に
も
、
ト
マ
リ
な
ど
と
、
い
じ
ん
き
ゅ
う
せ
き
、
し
ょ
し
ょ
に
の
こ
れ
り
）「
ト
マ
リ
」＝

六
ヶ
所
村
泊
。「
□
□
残
連
リ
」＝

□
□
を
白
亜
で
塗
り
消
し
、

そ
の
上
に
「
残
連
」
を
書
く
。

（
４
）（
こ
れ
を
も
っ
て
か
ん
が
え
れ
ば
、
お
う
こ
よ
り
、
べ
っ
こ
く
）

（
５
）（
の
ひ
と
つ
と
み
え
た
り
。
ま
た
、
ま
つ
ま
え
よ
り
、
お
く
え
）「
□
□
ま
多
」＝

「
□
□
」
の
上
に
濃
い
墨
で
「
ま
多
」
と
書
く
。「
奥
蝦
夷
地
」＝

蝦
夷
地
の
奥

の
方
、
樺
太
、
千
島
。

（
６
）（
ぞ
ち
ま
で
の
う
ち
に
は
、
コ
ロ
ン
ク
ル
、
い
じ
ん
の
も
う
す
な
な
り
。
こ
び
と
の
よ
う
な
）「
コ
ロ
ン
ク
ル
」＝

コ
ル
ン
ク
ル

k
o
r-u
n
-k
u
r ＝

フ
キ
に
｜
住
ま

う
｜
お
方＝

土
器
や
石
器
を
使
用
し
て
い
た
時
代
の
先
住
者
へ
の
総
称
。
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

、
ト
ン
チ

（
７
）（
も
の
が
す
み
し
あ
と
が
あ
り
し
な
り
。
つ
ち
あ
な
な
り
。
そ
の
）「
ち
土
穴
」＝

竪
穴
住
居
址
、
越
冬
用
の
半
地
下
式
住
居
。「
ち
」
の
上
に
「
土
」
を
重
ね
書

き
し
て
い
る
。

（
８
）（
き
ん
じ
ょ
の
つ
ち
を
う
が
つ
せ
つ
は
、
か
れ
ら
が
も
ち
い
）「
う
か
徒
」＝

穿
つ
。

（
９
）（
つ
か
え
る
す
え
も
の
の
う
つ
わ
も
の
の
、
い
た
み
し
も
の
、
つ
ち
な
か
よ
り
）「
遣
ひ
る
」＝

使
え
る
。「
陶
物
」＝

焼
き
物
、
土
器
。「
器
物
」＝

き
ぶ
つ
、
と
読

め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
う
つ
わ
も
の
と
し
た
。
即
ち
、
縄
文
時
代
の
鉢
形
土
器
。「
い
多
み
し
」＝

傷
ん
だ
。

（
10
）（
で
る
な
り
。
さ
す
れ
ば
、
ひ
と
な
き
し
ま
と
は
）「
左
春
れ
者
」＝

そ
う
す
れ
ば
。

（
11
）（
い
い
が
た
し
。
い
ぬ
と
め
お
と
に
な
る
く
ら
い
の
な
ん
）「
い
へ
が″

多
し
」＝
言
い
難
し
。「
く
ら
へ
の
奈
ん
き
」＝

位
の
難
儀
。

（
12
）（
き
な
ら
、
こ
び
と
た
り
と
も
、
に
ん
じ
ょ
う
な
さ
け
を
う
け
る
べ
し
。
そ
）「
人
情
」＝

「
情
」
の
わ
き
に
「
奈
さ
け
」
と
あ
る
の
で
、「
人
情
」
を
「
ひ
と
な
さ

け
」
と
圓
吉
は
読
ま
せ
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
受″

遍
し
」＝

受
け
べ
し
。

（
13
）（
れ
に
、
な
ん
ぞ
、
い
ぬ
と
め
お
と
に
な
る
こ
と
あ
）「
奈
ん″

楚
」＝

何
ぞ
。「
阿
ら
ん
や
」＝
あ
る
だ
ろ
う
か
。

（
14
）（
ら
ん
や
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
か
ん
が
え
れ
ば
、
と
る
に
）
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（
15
）（
た
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
か
ら
の
な
か
に
け
ん
じ
ゅ
う
こ
く
あ
り
）「
た
ら
左
留
」＝

足
ら
ざ
る
。「
唐
」＝

と
う
、
と
も
読
め
る
が
、
か
ら
に
統
一
し
た
。
中
国
。

「
犬
獣
」＝

犬
戎
。
春
秋
時
代
に
甘
粛
省
辺
に
住
ん
で
い
た
西
戎
の
一
つ
。

・

充
（
け
ん
い
ん
）
と
も
い
う
。

（
16
）（
お
と
こ
は
い
ぬ
の
か
お
、
お
ん
な
は
じ
ょ
う
た
い
の
ひ
と
の
よ
し
。
こ
れ
ら
）「
常
体
」＝

常
態
、
普
通
の
状
態
。

（
17
）（
の
き
き
ち
が
い
に
も
あ
ら
ん
か
）
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
祖
先
は
、
人
と
神
と
の
契
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
孫
が
存
在
す
る
と
し
、
そ
の
神
を
氏
神
と
し
て
祀

る
。
藤
原
氏
が
白
鹿
を
氏
神
と
し
て
春
日
神
社
に
祭
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
話
の
由
来
は
、
新
ひ
だ
か
町
静
内
の
あ
る
家
系
に
相
伝
さ
れ
た
、
祖
先

神
と
な
る
雄
狼
と
人
間
の
女
性
と
の
契
り
話
が
、
寛
政
年
中
の
調
査
隊
に
参
画
し
た
村
上
島
之
丞＝

秦

丸
『
蝦
夷
島
奇
観
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
18
）（
わ
れ
、
い
し
か
り
ば
し
ょ
つ
と
め
し
と
き
、
い
じ
ん
に
し
ご
と
を
も
う
し
つ
け
る
）「
支
事
」＝

仕
事
。
句
頭
の
墨
に
よ
る
○
印
は
、
０
３
０
｜
６
を
参
照
さ
れ

た
い
。「
石
狩
場
処
勤
し
時
」＝
天
保
元
年
（
１
８
３
０
）〜
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

（
19
）（
や
く
、
あ
き
あ
じ
ぎ
ょ
ぎ
ょ
う
ま
え
か
た
、
な
つ
ぶ
ん
つ
と
め
し
こ
と
あ
り
）「
秋
味
漁
業
」＝

秋
分
の
日
よ
り
５
日
前
か
ら
開
始
さ
れ
る
。「
夏
分
」＝

早
春
か

ら
そ
れ
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
番
人
の
雇
用
期
間
が
、
通
年
（
１
年
）
の
ほ
か
に
半
年
、
ま
た
は
、
漁
期
の
短
期
雇
用
な
ど

も
存
在
し
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
頁
の
右
辺
上
部
に
書
か
れ
た
小
文
字
を
墨
で
消
し
て
あ
る
。

【
０
３
５
】

（
１
）（
い
ま
の
つ
う
じ
の
て
つ
だ
い
の
や
く
な
り
。
そ
の
せ
つ
、
ひ
が
し
え
ぞ
ち
）「
通
辞
の
手
傳
の
役
」＝

通
辞
下
役
と
で
も
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
松
前
藩
で
の
正

式
名
称
は
「
通
辞
見
習
」
で
あ
り
、「
御
扶
持
家
列
席
帳
」（
嘉
永
６＝

１
８
５
３
年
）
で
は
、「
通
辞

宮
内
喜
多
右
衛
門
、
同
見
習
、
山
石
城
亀
吉
」
と
な
っ

て
い
る
（『
松
前
町
史
史
料
編
』
第
一
巻
、
４
９
７
頁
）。

東
西
蝦
夷
地
の
名
称
の
嚆
矢
は
わ
か
ら
な
い
が
、
漁
業
や
林
業
な
ど
が
本
格
的
に
商
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
宝
暦
年
間
以
降
に
は
、
通
称
か
ら
文
書
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
よ
り
明
確
に
な
る
の
は
、
外
国
か
ら
の
警
衛
の
た
め
、
幕
府
は
、
北
海
道
の
知
床
半
島
先
端
か
ら
、
千
島
火
山
帯
を
通
り
、

大
雪
山
系
、
石
狩
平
野
、
羊
蹄
山
を
横
断
し
、
函
館
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
の
地
区
、
お
よ
び
南
千
島
を
含
む
地
域
を
松
前
藩
か
ら
召
し
上
げ
、
直
接
に
運
用
し

た
寛
政
11
年
（
１
７
９
９
）
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）（
サ
ル
よ
り
、
あ
き
あ
じ
や
と
い
え
ぞ
じ
ん
、
ご
じ
ゅ
う
に
ん
き
た
り
し
な
か
、
ひ
と
り
）「
サ
ル
」＝

沙
流
郡
。「
秋
味
雇
蝦
夷
人
」＝

秋
味
漁
の
不
足
労
働
力
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を
、
他
場
所
か
ら
、
商
人
同
士
が
融
通
し
て
貸
与
す
る
仕
組
み
。
期
間
は
、
ほ
ぼ
１
ヶ
月
で
、
１
人
に
２
両
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。「
秋
味
雇
土
人
約
定
証
文
之

事
、（
中
略
）
金
参
拾
両
也
。
ウ
ス
男
土
人
拾
五
人
（
中
略
）
壹
人
に
付
、
金

両
ツ
ツ
給
代
相
定
め
（
中
略
）
文
久
二
年
（
１
８
６
２
）」（
北
海
道
開
拓
記
念

館
蔵
、
収
蔵
番
号
１
０
０
４
９
２
）。

（
３
）（
き
ゅ
う
び
ょ
う
に
て
、
び
ょ
う
し
い
た
せ
し
こ
と
あ
り
。
こ
れ
に
つ
い
て
）

（
４
）（
う
ん
じ
ょ
う
や
よ
り
、
こ
う
で
ん
つ
か
わ
す
に
、
こ
う
で
ん
と
い
う
こ
と
、
い
）「
運
上
屋
」＝

本
来
は
荷
物
の
検
査
に
よ
っ
て
、
課
税
を
計
算
し
徴
収
す
る
役

所
で
あ
っ
た
が
、
蝦
夷
地
に
あ
っ
て
は
、
各
場
所
で
の
荷
物
の
集
荷
業
務
と
、
そ
れ
に
見
合
う
物
品
の
受
け
払
い
、
松
前
藩
や
幕
府
か
ら
蝦
夷
人
に
対
す
る
申

し
渡
し
業
務
、
松
前
藩
士
や
幕
吏
の
通
行
に
伴
う
食
事
、
宿
泊
、
見
送
り
手
当
、
蝦
夷
人
漁
労
の
指
導
、
社
会
福
祉
面
で
の
対
応
な
ど
、
広
範
囲
の
役
割
を
引

き
受
け
、
藩
や
幕
府
の
支
所
、
支
店
、
あ
る
い
は
出
張
所
的
な
性
格
も
あ
っ
た
。
幕
府
が
直
接
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
点
か
ら
、
東
蝦
夷
地
の
運
上
屋
は

会
所
と
改
名
さ
れ
た
。

（
５
）（
じ
ん
こ
と
ば
に
て
し
ら
ず
。
つ
う
じ
へ
こ
う
で
ん
と
い
う
）「
春
し
志
良″

春
」＝

知
ら
ず
。「
春
し
」
を
白
亜
で
塗
り
、
そ
の
上
に
濃
墨
で
「
志
良
」
と
書
き
直

し
て
あ
る
。「
登
い
ふ
」
の
辺
り
に
、
長
さ
１
㎝
の
毛
根
付
き
女
性
の
髪
毛
が
付
着
し
て
い
た
。

（
６
）（
こ
と
を
と
う
。
つ
う
じ
、
り
っ
ぷ
く
し
て
、
ば
ん
に
ん
に
か
く
ご
）「
を
問
ふ
」＝

番
人
圓
吉
は
上
司
で
あ
る
通
辞
に
、
そ
れ
）
を
問
う
（
と
）。「
覚
語
」＝

覚

悟
、
記
憶
す
る
、
暗
誦
す
る
。

（
７
）（
だ
い
い
ち
の
こ
と
ば
な
り
。
い
ま
ま
で
、
お
ぼ
え
ざ
る
は
、
な
に
ご
と
ぞ
や
）「″

楚
や
」＝

ぞ
や
。
〜
な
の
だ
か
、
〜
ぞ
よ
。
〜
だ
、
〜
だ
よ
。

（
８
）（
は
な
は
だ
、
そ
の
い
を
え
ざ
る
こ
と
な
り
と
。
そ
の
う
え
）「
楚
の
意
越
得″

左
る
事
」＝

そ
の
意
味
を
得
な
い
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
、
通
辞
で
あ
れ
ば
当
然

強
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
番
人
が
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
逆
転
し
た
主
張
の
意
義
。「
楚
の
う
へ
」＝

更
に
。

（
９
）（
い
ろ
い
ろ
の
あ
っ
こ
う
い
た
し
、
し
か
れ
ど
も
、
お
ぼ
え
な
け
れ
ば
、
も
う
し
わ
た
し
）

（
10
）（
こ
う
で
ん
、
つ
か
わ
す
る
も
な
ら
ず
、
あ
た
ま
を
さ
げ
て
ね
が
う
）「
□
□
事
遣
す
る
も
」＝

「
□
□
事
」
の
上
を
、
濃
墨
で
「
遣
す
る
」
と
書
き
重
ね
る
。

（
11
）（『
な
に
と
ぞ
、
ひ
と
つ
き
う
っ
て
お
し
え
く
だ
さ
れ
』
と
ね
が
う
。
つ
う
じ
）「
壱
付
う
川
て
」＝

一
発
打
ち
叩
い
て
（
も
よ
い
か
ら
）。「
教
へ
下
さ
れ
」＝

教
え

て
下
さ
い
。

（
12
）（
き
せ
る
に
て
あ
た
ま
を
う
ち
、
き
ず
つ
け
て
ち
を
な
が
す
。
な
お
も
て
）「

丹
天
頭
を
討
疵
付
点
血
越
流
し
」＝

通
辞
は
）
キ
セ
ル
で
（
圓
吉
の
）
頭
を
打
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ち
叩
い
て
血
を
流
す
。「
尚
も
手
を
突
天
」＝

尚
も
（
圓
吉
は
両
）
手
を
つ
い
て
、
土
下
座
し
て
。

（
13
）（
を
つ
い
て
ね
が
う
の
ち
、
つ
う
じ
、
ウ
ト
ヘ
シ
ノ
と
お
し
ゆ
。
わ
れ
が
）「
ウ
ト
ヘ
シ
ノ
」＝

ウ
ト
ゥ
ペ
シ

ヌ

u
-tu

↑ru
-p
es-n

u
＝

互
い
に
｜（
墓
場
、
墓
地

え
の
）
道
に
｜
沿
い
｜
持
つ
、
保
つ＝

相
互
に
葬
儀
に
参
列
す
る
、
互
い
の
会
葬
す
る
、
皆
で
葬
式
に
参
加
す
る

（
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ュ
ラ
ー
著
『
ア
イ
ヌ
・

英
・
和
辞
典
４
版
』、
１
９
３
８
年
、
５
４
７
頁
）

（
14
）（
に
じ
ゅ
う
な
な
さ
い
の
し
ち
が
つ
に
じ
ゅ
う
し
ち
に
ち
な
り
。
わ
れ
の
か
ん
が
え
み
る
に
、
ウ
ト
）「
二
十
七
歳
の
七
月
廿
七
日
」＝

「
于
時
、
慶
應
四
年
（
１

８
６
８
年＝

明
冶
元
年
）、（
中
略
）
圓
吉
、
行
歳
五
拾
八
歳
」（
０
１
６
）
を
逆
算
す
れ
ば
、
誕
生
年
は
文
化
８
辛
未
年
（
１
８
１
１
）
で
あ
り
、
27
歳
の
時

は
、
天
保
８
丁
酉
年
（
１
８
３
７
）
の
こ
と
と
な
る
。

（
15
）（
ベ
シ
ノ
と
は
、
と
む
ら
い
に
ゆ
く
こ
と
ば
な
り
。
と
む
ら
い
の
そ
う
め
い
な
り
。
い
ま
、
き
き
）「
ウ
ト
ベ
シ
ノ
」＝

ウ
ト
ゥ
ベ
シ

ヌ

u
tu
b
esn

u

↑u
tu
p
esn

u

＝

０
３
５
｜
１
３
の
注
と
同
じ

。「
登
盤
、
吊
ひ
ニ
行
」＝

「
盤
」
及
び
「
ニ
」
は
、
細
筆
で
脇
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
吊
ひ
ニ
行
」＝

弔
い
に
行
く
。「
吊
の
惣

名
奈
里
」＝

弔
い
の
総
名
な
り
。
な
お
、「
吊
」
は
、
つ
る
の
ほ
か
に
、
と
む
ら
う
と
も
読
む
。「
弔
」
の
俗
字
。

（
16
）（
た
し
と
も
う
せ
ば
、
さ
き
の
ひ
と
を
よ
び
、
こ
う
で
ん
つ
か
わ
す
こ
と
な
り
。
つ
う
）「
今
、
聞
た
し
」＝

今
、
自
分
の
記
憶
す
る
意
味
と
の
違
い
を
詳
細
に
そ

の
通
辞
に
聞
き
た
い
。「
先
の
人
越
呼
」＝

通
辞
は
）
先
の
人
（
沙
流
の
乙
名
）
を
呼
び
（
出
し
た
）。「
し
」
の
上
に
濃
い
墨
で
「
春
」
と
書
く
。

（
17
）（
じ
の
こ
こ
ろ
え
ち
が
い
か
、
た
だ
せ
ば
、
こ
う
で
ん
と
い
う
こ
と
し
ら
ぬ
）「
但
し
盤
」＝

質
（
た
だ
）
せ
ば
。「
春
志
良
ぬ
」＝

知
ら
ぬ
。「
春
」
を
白
亜
で
塗

り
、
そ
の
上
に
濃
い
墨
で
「
志
」
と
書
く
。

（
18
）
事
か
登
。
楚
れ
与
里
、
外
の
番
人
ひ
問
ひ
登
も
（
こ
と
か
と
、
そ
れ
よ
り
、
ほ
か
の
ば
ん
に
ん
へ
と
え
ど
も
）「
事
か
登
」＝

こ
と
な
の
か
、
と
（
い
う
こ
と
が

解
っ
た
）。「
そ
れ
よ
り
」＝

そ
れ
か
ら
。「
問
ひ
登
も
」＝

聞
い
て
も
。

（
19
）（
ウ
ト
ヘ
シ
ノ
、
ま
た
は
、
シ
ラ
ム
カ
ン
バ
レ
な
ど
お
し
え
、
じ
つ
）「
ま
多
盤
」＝

又
は
、
亦
は
、
股
は
。「
シ
ラ
ム
カ
ン
バ
レ
」＝

シ
ラ
ム
カ
ル

バ
レ

si-

ra
m
u
-k
a
rb
a
-re ＝

本
当
に
｜（
葬
儀
へ
の
）
想
い
を
｜
幾
つ
も
に
造
り
（
何
ら
か
の
形
に
）｜
さ
せ
る＝

１
）
お
供
物
（
料
）、
食
材
、（
２
）
香
典
、
香
奠
、

香
料

。「
実
の
事
」＝

実
際
の
事
は
、
本
当
の
事
は
。

（
20
）（
の
こ
と
、
わ
き
ま
え
が
た
し
。
さ
す
れ
ば
、
な
だ
か
き
え
ぞ
）「
弁
ひ
か
多
し
」＝

認
識
し
て
い
な
い
。「
左
春
す
れ″

者
」＝

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
で
あ
る

と
す
る
と
。
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（
21
）（
こ
と
ば
は
げ
む
、
い
し
か
り
ば
ん
に
ん
に
て
も
、
く
わ
し
き
こ
と
は
）「
詞
者
希
無
」＝

言
葉
に
励
む
。「
委
し
幾
事
者
」＝

詳
し
き
事
は
、
委
し
き
事
は
。

【
０
３
６
】

（
１
）（
し
ら
ぬ
も
の
と
み
え
た
り
。
い
し
か
り
え
ぞ
な
ら
ば
）「
志
良
ぬ
」＝

知
ら
ぬ
。

（
２
）（
ど
う
で
も
よ
け
れ
ど
も
、
え
ぞ
ち
の
み
や
こ
と
い
）「
蝦
夷
地
の
都
」＝

沙
流
郡
の
名
称
。「
い
王
れ
し
盤
」＝

言
わ
れ
し
は
。
言
わ
れ
て
い
る
の
は
。

（
３
）（
わ
れ
し
は
、
サ
ル
な
り
。
え
ぞ
ち
の
え
ど
と
）

（
４
）（
い
わ
れ
し
は
、
い
し
か
り
な
り
。
へ
た
な
こ
と
い
た
す
）「
遍
多
奈
事
」＝

下
手
な
事
。「
い
多
し
」＝

致
す
。

（
５
）（
せ
つ
は
、
ば
し
ょ
の
ち
じ
ょ
く
と
も
な
る
べ
し
。
も
う
し
）

（
６
）（
き
き
が
で
き
ぬ
せ
つ
は
、
わ
が
み
の
つ
と
め
た
ち
が
た
し
。
い
か
ん
）「
立
か″

多
し
」＝

立
ち
難
し
。「
い
が
ん
」＝

如
何
、
い
か
に
↓
い
か
ん
。

（
７
）（
と
も
く
ふ
う
に
あ
ま
り
、
も
ち
あ
わ
せ
の
も
め
ん
い
っ
た
ん
、
じ
さ
ん
）「
工
夫
丹
阿
ま
里
」＝

工
夫
に
余
り
。
色
々
と
考
え
て
手
に
余
す
。「
持
さ
ん
」＝

持

参
。

（
８
）（
い
た
し
、
ひ
ご
ろ
、
な
さ
け
か
け
お
く
お
ん
な
ろ
う
ど
じ
ん
、
こ
れ
は
）「
情
希
か″

希
お
く
」＝

情
け
を
掛
け
置
く
。
人
に
親
切
に
し
て
お
く
。

（
９
）（
よ
く
も
の
も
わ
き
ま
え
し
も
の
ゆ
え
、
こ
の
も
の
の
か
た
へ
ゆ
き
）「
能
く
物
も
弁
し
」＝

よ
う
っ
く
物
事
を
認
識
し
て
い
る
。「
か
多
へ
由
幾
」＝

方
へ
行
き
。

（
10
）（
あ
り
し
し
だ
い
を
か
た
り
、
へ
ん
れ
い
は
も
め
ん
い
っ
た
ん
）「
阿
り
春
」＝

実
際
に
）
あ
っ
た
。
な
お
、「
阿
へ
り
春
」
に
見
え
る
「
へ
」
は
、
和
紙
材
の
外

皮
の
破
片
で
あ
る
。「
か″

多
里
」＝

語
り
。
話
す
。

（
11
）（
つ
か
わ
す
べ
し
。
お
し
え
く
だ
さ
れ
と
、
ね
が
い
け
れ
ば
、
お
ん
な
ど
じ
ん
）「
教
ひ
下
さ
れ
」＝

教
え
て
下
さ
い
。

（
12
）（
も
う
す
に
は
、
な
る
ほ
ど
、
ウ
ト
ベ
シ
ノ
は
、
と
む
ら
い
の
そ
う
め
い
）「
も
ふ
し
丹
盤
」＝

申
す
に
は
。
ウ
ト
ベ
シ
ノ＝

ウ
ト
ゥ
ベ
シ
ヌ
。「
吊
」＝

弔
。

（
13
）（
せ
ん
ぽ
う
へ
ゆ
き
、
あ
い
し
ょ
う
も
う
す
せ
つ
な
ら
ば
よ
け
れ
ど
も
）「
与
希
れ
と
も
」＝

良
い
け
れ
ど
も
。

（
14
）（
ほ
う
む
り
の
し
な
も
の
つ
か
わ
す
せ
つ
に
は
、
ふ
つ
ご
う
の
こ
と
ば
な
）「
遣
し
節
丹
盤
」＝

遣
わ
す
時
に
は
。

（
15
）（
り
。
つ
う
じ
、
ば
ん
に
ん
が
た
、
し
な
も
の
つ
か
わ
す
せ
つ
、
ま
ま
、
も
う
す
こ
と
ば
）「
番
人
か
多
」＝

番
人
方
。「
遣
し
春
」＝

「
し
」
の
上
に
「
春
」
を
重

ね
書
き
し
て
い
る
。「
侭
」＝

間
々
、
ま
ま
、
時
折
、
時
々
。

（
16
）（
な
れ
ど
も
、
い
し
か
り
の
わ
じ
ん
ど
も
、
も
う
す
こ
と
ば
ゆ
え
、
そ
れ
に
）「
詞
由
へ
」＝

言
葉
故
。
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（
17
）（
て
つ
う
よ
う
す
。
な
れ
ど
も
、
た
ば
し
ょ
の
ど
じ
ん
へ
は
）「
通
用
し
」＝

通
用
す
る
。

（
18
）（
も
ち
う
べ
き
こ
と
ば
に
あ
ら
ず
。
え
ぞ
じ
ん
に
、
べ
つ
に
）「
用
由″

遍
幾
」＝

用
う
可
き
。「
阿
良″

春
」＝

非
ず
、
〜
で
は
な
い
。

（
19
）（
こ
う
で
ん
と
も
う
す
ぎ
も
な
し
。
え
ぞ
じ
ん
、
い
っ
さ
い
た
む
け
）「
一
左
以
」＝

一
切
。
す
べ
て
、
残
ら
ず
、
全
体
、
皆
。「
た
む
希
」＝

手
向
け
、
神
仏
や
死

者
の
霊
に
物
を
供
え
る
こ
と
。

（
20
）（
は
、
ノ
ミ
な
り
。
そ
う
し
き
に
ゅ
う
よ
う
の
し
な
は
、
や
は
り
、
ユ
ワ
ン
ケ
）「
ノ
ミ
」＝

ノ
ミ

n
o
m
i ＝

祈
り
、
祈
願

。「
ユ
ワ
ン
ケ
」＝

イ
ワ
ン
ケ
プ

iw
a
n
k
e-p
＝

用
い
る
｜
も
の＝

使
用
品
、
入
用
の
品
者
、
必
需
品

。「
入
用
」＝

い
り
よ
う
、
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
に
ゅ
う
よ
う
と
し
た
。

【
０
３
７
】

（
１
）（
な
り
。
し
に
ん
は
、
ラ
イ
ク
ル
な
り
。
い
ま
、
し
す
も
の
は
、
ア
ラ
イ
）「
ラ
イ
ク
ル
」＝

ラ
イ
ク
ル

ra
y
-k
u
r ＝

死
ん
だ
｜
お
方＝

死
者
、
死
人

。「
ア
ラ

ヱ
シ
リ
」＝

ア
ラ
イ
シ
リ

a
ra
y

↑a
r-ra

y
-sir-i ＝

全
く
｜
死
ん
だ
｜
状
態
の
｜
も
の＝

死
後
硬
直
し
た
死
体
、
遺
体
、
亡
骸

。

（
２
）（
シ
リ
と
い
う
。
ほ
う
む
り
は
、
す
て
る
こ
こ
ろ
も
ち
ゆ
え
、
イ
ワ
ク
テ
）「
い
王
具
て
」＝

イ
ワ
ク

テ

iw
a
k
-te
＝

帰
宅
｜
さ
せ
る＝

祖
先
の
家
に
戻
さ
せ
る
、

送
り
返
さ
す
、
弔
う

（
３
）（
な
り
。
こ
と
に
よ
り
、
べ
つ
に
、
こ
う
で
ん
と
も
う
す
こ
と
は
、
わ
れ
ら
も
）「
別
丹
」＝

こ
の
上
へ
濃
墨
で
「
依
事
」
と
重
ね
書
き
し
て
い
る
。

（
４
）（
ぞ
ん
じ
も
う
さ
ず
、
と
、
お
し
え
け
る
ゆ
え
、
も
め
ん
い
っ
た
ん
）「
楚
ん
し
も
ふ
さ
須
」＝

存
知
申
さ
ず
。「
教
へ
希
る
由
へ
」＝

教
え
け
る
故
。

（
５
）（
れ
い
も
の
と
し
て
、
つ
か
わ
し
け
れ
ば
、
じ
た
い
に
お
よ
び
け
れ
ど
も
）

（
６
）（
お
し
て
あ
ず
け
お
き
、
そ
れ
よ
り
、
う
ん
じ
ょ
う
や
へ
か
え
り
、
げ
ん
ま
い
い
っ
し
ょ
う
）「
押
て
」＝

し
い
て
、
無
理
に
。

（
７
）（
た
ば
こ
に
わ
、
し
ろ
も
め
ん
ろ
く
し
ゃ
く
に
す
ん
、
よ
う
ふ
ご
し
ゃ
く
、
せ
い
し
ゅ
い
っ
し
ょ
う
）「
煙
草
弐
把
」＝

葉
煙
草
10
枚
を
１
把
と
し
て
裂
き
和
紙
で

包
装
し
た
も
の
。「
揚
布
」＝

用
布
、
よ
う
ふ
。
衣
服
を
仕
立
て
る
の
に
必
要
な
布
地
。
な
お
、「
尺
」
と
「
清
」
は
、
細
筆
で
脇
へ
添
え
書
き
し
て
い
る
が
、

「
清
」
の
旁
は
、
月
が

に
略
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）（
に
ご
り
ざ
け
よ
ん
し
ょ
う
、
そ
な
え
お
き
、
も
う
し
き
か
す
こ
と
ば
に
、
い
ま
に
わ
す
れ
ず
）「
濁
酒
」＝

に
ご
り
ざ
け
、
に
ご
り
さ
け
、
に
ご
れ
る
さ
け
、
に

ご
り
、
と
も
読
む
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
に
ご
り
ざ
け
に
統
一
し
た
。
清
酒
（＝
聖
人
、
せ
い
じ
ん
）
の
諸
味
・

（
も
ろ
み
）
を
漉
さ
な
い
酒
、
麹

や
米
が
残
っ
た
ま
ま
の
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
、
し
ろ
う
ま
、
賢
人
（
け
ん
じ
ん
）
と
も
い
う
。
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（
９
）（
い
し
か
り
こ
と
ば
な
れ
ど
も
、
さ
に
）「
石
狩
詞
」＝

石
狩
地
方
の
言
葉
、
石
狩
方
言
。

（
10
）（
あ
わ
れ
か
な
、
た
っ
し
ゃ
に
あ
ら
ば
、
ぎ
ょ
ぎ
ょ
う
の
う
ち
）

（
11
）（
ヤ
ヱ
コ
ヱ
ル
シ
カ
レ
、
ユ
ワ
ン
ケ
。
ア
ヌ
ワ
。
イ
ラ
ウ
ケ
ト
バ
。
ヲ
ツ
タ
）「
ヤ
ヱ
コ
ヱ
ル
シ
カ
レ
」＝

お
気
の
毒
な
こ
と
で
す
。
ヤ
イ
コ
イ
ル
シ

カ
レ

y
a
y
-

k
o
-iru

sk
a
-re ＝

自
分
自
身
｜
に
｜
腹
を
立
て
｜
さ
せ
る＝

気
の
毒
に
思
う
、
残
念
に
思
う
、
同
情
を
す
る

。「
ユ
ワ
ン
ケ
。
ア
ヌ
ワ
」＝

彼
は
壮
健
で
お
ら
れ

て
。
イ
ワ
ン
ケ
ア
ン
ワ

iw
a
n
k
e-a
n
-w
a
＝

健
康
、
達
者
で
｜
暮
ら
し
て
い
｜
て

。「
イ
ラ
ウ
ケ
ト
バ
。
ヲ
ツ
タ
」＝

彼
が
一
生
懸
命
な
就
労
に
。
イ
ラ
ウ
ケ

ト
ゥ
バ
オ
ッ
タ

ira
w
k
etu

b
a

↑ira
w
k
etu

p
a
-o
tta

↑o
r-ta

＝

熱
心
な
稼
ぎ
、
懸
命
な
仕
事
｜
場
所
｜
に
、
で

（
12
）（
な
か
ま
か
せ
ぎ
の
あ
り
さ
ま
、
お
も
い
お
る
と
こ
ろ
、
あ
く
び
ょ
う
し
ん
）

（
13
）（
イ
ウ
タ
レ
ネ
。
ア
ン
グ
ニ
。
ク
ラ
ム
コ
ロ
カ
。
シ
ル
ン
カ
ム
イ
）「
イ
ウ
タ
レ
子
。
ア
ン
グ
ニ
」＝

彼
は
仲
間
と
ご
一
緒
で
あ
る
も
の
と
、
エ
ウ
タ
ン
ネ
ア
ン
グ

ニ

e-u
ta
n

↑u
ta
r-n
e-a
n
-g
u
n
i

↑k
u
n
i ＝

そ
れ
で
｜
仲
間
に
｜
彼
は
な
っ
て
｜
い
る
｜
は
ず
の
｜
こ
と
と

、「
ク
ラ
ム
コ
ロ
カ
」＝

私
（
圓
吉
）
は
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
。
ク
ラ
ム
コ
ロ

カ

k
u
-ra
m
u
-k
o
rk
a
＝

私
は
｜
思
っ
た
｜
け
れ
ど
も

。「
シ
ル
ン
カ
ム
イ
」＝

極
悪
非
道
な
神
様
の
。
シ
ル
ン
カ
ム
イ

siru
n
-

k
a
m
u
y
＝

ど
う
し
よ
う
も
な
い
｜
神

（
14
）（
い
た
す
こ
と
ゆ
え
、
こ
の
よ
を
す
て
、
ほ
か
の
せ
か
い
へ
い
く
こ
と
）

（
15
）（
レ
ン
カ
フ
ネ
ク
シ
ユ
、
モ
シ
リ
ヲ
シ
ヨ
ラ
、
ヲ
ヤ
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ト
）「
レ
ン
カ
フ
子
ク
シ
ユ
」＝

意
図
の
た
め
に
。
レ
ン
カ
イ
ネ
ク
シ
ュ

ren
k
a
y
-n
e-

k
u
su
＝

意
志
、
謀
｜
で
あ
っ
た
｜
の
で

。「
モ
シ
リ
ヲ
シ
ヨ
ラ
」＝

こ
の
世
を
彼
は
捨
て
て
、
モ
シ
リ

オ
シ
ュ
ラ

m
o
sir-o

sy
u
ra

↑o
su
ra
＝

国
土
を
｜
破
棄

し

。「
ヲ
ヤ
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ト
」＝

あ
の
世
の
村
を
持
つ
彼
の
様
相
に
は
。
オ
ヤ
コ
タ
ン
コ
ロ

カ
ト
ゥ

o
y
a
-k
o
ta
n
-k
o
r-k
a
tu
＝

別
の
｜
集
落
を
｜
所
持
す
る

｜
有
様
は

（
16
）（
わ
れ
わ
れ
と
も
ど
も
、
な
く
ほ
ど
お
し
み
あ
れ
ど
も
）

（
17
）（
ア
ヌ
カ
イ
ネ
ヤ
ツ
カ
。
チ
シ
バ
ツ
ク
ノ
。
ヲ
シ
コ
ル
ア
ン
コ
ロ
カ
）「
ア
ヌ
カ
イ
子
ヤ
ツ
カ
」＝

我
々
一
同
と
て
も
。
ア
ノ
カ
イ
ネ
ヤ
ッ
カ

a
n
o
k
a
y
-n
e-

y
a
k
k
a
＝

今
こ
こ
石
狩
に
い
る
）
我
々
み
ん
な
｜
で
あ
っ
｜
て
も

。「
チ
シ
バ
ツ
ク
ノ
。
ヲ
シ
コ
ル
ア
ン
コ
ロ
カ
」＝

我
々
は
）
号
泣
す
る
ば
か
り
に
我
々
は

彼
を
哀
悼
し
た
け
れ
ど
も
。
チ
シ

バ
ク

ノ
、
オ
シ

コ
ル

ア
ン
コ
ロ

カ
、

cis-(a
n
)-b
a
k
n
o

↑p
a
k
n
o
-o
sk
o
r-a
n
-k
o
rk
a
＝

号
泣
す
る
（
２
｜
我
々
が
１
）
｜
ば
か

り
に
｜
彼
を
哀
悼
し
た
２
｜
我
々
は
１
｜
の
だ
が

。
正
し
く
は
、
ア
ノ
シ

コ
ル

a
n
-o
sk
o
r ＝

我
々
が
｜（
彼
を
）
哀
悼
す
る

。
オ
シ

コ
ル

o
s-k
o
r ＝

後
を
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｜
持
つ＝

心
残
り
で
あ
る
、
後
を
引
い
て
い
る
、
影
を
引
く
、
故
人
を
惜
し
く
思
う
、
故
人
を
残
念
が
る
、
他
動
詞

（
18
）（
い
た
し
か
た
な
し
。
た
む
け
の
さ
け
、
そ
う
し
き
の
せ
つ
）

（
19
）（
ヱ
子
ガ
ル
カ
ヱ
シ
ヤ
マ
。
ア
ン
ノ
ミ
ト
ノ
ト
。
イ
ワ
ク
テ
ヲ
ツ
タ
）「
ヱ
子
ガ
ル
カ
ヱ
シ
ヤ
マ
」＝

そ
れ
（
以
上
に
対
し
、
我
々
は
）
ど
う
す
る
こ
と
も
（
で

き
）
な
く
て
。
エ
ネ
ガ
ル

カ
イ
シ
ャ
マ

en
e-(a

n
)-g
a
r

↑k
a
r-k
a
-isy

a
m

↑isa
m
-(w

)a
＝

ど
う
｜（
我
々
が
）
｜
為
す
の
｜
も
｜
な
い
｜
の
で

。「
ア
ン
ノ
ミ

ト
ノ
ト
」＝
我
々
が
（
死
者
を
）
祀
る
お
神
酒
（
で
）。
ア
ン
ノ
ミ
ト
ノ
ト

a
n
-n
o
m
i-to

n
o
to
＝

我
々
が
｜
祈
る
｜
お
酒

。「
イ
ワ
ク
テ
ヲ
ツ
タ
」＝

彼
を
送

る
際
に
。
イ
ワ
ク

テ
オ
ッ
タ

(a
n
)-iw

a
k
-te-o

tta
＝

貴
方
方
が
、
人
が
）｜
彼
を
（
先
祖
の
も
と
に
）
送
り
帰
ら
｜
せ
る
｜
そ
の
時
に

（
20
）（
に
ゅ
う
よ
う
の
し
な
、
つ
か
わ
す
に
よ
っ
て
、
さ
っ
そ
く
に
、
わ
る
き
い
み
ご
と
）

（
21
）（
ユ
ワ
ン
ケ
グ
ニ
プ
。
サ
ン
ケ
ク
シ
ユ
。
ヲ
ロ
ト
ナ
シ
ノ
。
ウ
ヱ
ン
シ
リ
キ
）「
ユ
ワ
ン
ケ
グ
ニ
プ
。
サ
ン
ケ
ク
シ
ユ
」＝

使
用
す
べ
き
も
の
を
、
運
上
屋
か
ら
差

し
出
す
の
で
。
イ
ワ
ン
ケ
グ
ニ
プ

、
サ
ン
ケ
ク
シ
ュ

(a
n
-e)iw

a
n
k
e-g
u
n
i

↑k
u
n
i-p
-(a
n
)-sa

n
k
e-k

u
sy
u

↑k
u
su
＝

貴
方
方
が
、
人
が
）
使
う
｜
べ
き
は

ず
の
｜
物
を
｜（
我
々
が
）｜
差
し
出
す
｜
の
で

。「
ヲ
ロ
ト
ナ
シ
ノ
。
ウ
ヱ
ン
シ
リ
キ
」＝

そ
こ
で
早
急
に
、
凶
事
の
状
況
を
。
オ
ロ
ト
ゥ
ナ
シ

ノ
、
ウ
ェ
ン

シ
リ

キ＝
o
ro
-tu
n
a
sn
o
-w
en
-sirk

i ＝

そ
の
所
｜
よ
り
早
く
｜
悪
い
｜
有
様
を

（
22
）（
し
ま
う
よ
う
に
い
た
す
べ
し
）

（
23
）（
ヲ
ケ
レ
グ
ニ
フ
タ
バ
ン
ナ
）「
ヲ
ケ
レ
グ
ニ
フ
タ
バ
ン
ナ
」＝

貴
方
は
対
処
し
）
終
了
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
す
。
オ
ケ
レ
グ
ニ
プ

タ
バ
ン
ナ

(a
n
)-o
k
ere-

g
u
n
i

↑k
u
n
i-p
-ta
b

↑ta
p
-a
n
-n
a
＝

貴
方
方
は
）｜
終
了
｜
さ
せ
る
｜
べ
き
｜
事
は
｜
か
く
｜
あ
る
の
で
す
｜
ぞ

（
24
）（
み
ぎ
の
ご
と
く
、
う
ん
じ
ょ
う
や
に
お
い
て
、
し
は
い
に
ん
、
つ
う
じ
の
き
く
と
こ
ろ
）「
古
登
く
」＝

如
く
。

（
25
）（
に
て
、
つ
う
じ
の
お
し
え
を
も
ち
い
ず
、
サ
ル
よ
り
き
た
り
し
）

（
26
）（
お
っ
て
な
へ
、
も
う
し
わ
た
し
い
た
す
こ
と
あ
り
。
そ
の
の
ち
、
つ
う
じ
よ
う
む
き
の
）「
い
多
し
春
」＝

「
し
」
の
下
部
へ
白
亜
を
塗
り
、
そ
こ
へ
「
春
」
を

書
く
。

【
０
３
８
】

（
１
）（
せ
き
に
、
せ
ん
じ
つ
の
サ
ル
の
お
っ
て
な
へ
、
こ
う
で
ん
つ
か
わ
し
も
う
し
わ
た
し
は
、
だ
れ
よ
り
）「
サ
ロ
ル
」＝

「
ロ
」
の
上
に
「
ル
」
を
重
ね
書
き
し
て

い
る
。
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（
２
）（
き
き
そ
う
ろ
う
や
と
、
た
ず
ね
し
ゆ
え
、
あ
り
の
ま
ま
、
も
め
ん
い
っ
た
ん
つ
か
わ
し
）「
尋
す
由
へ
」＝

尋
ね
し
故
。

（
３
）（
お
ん
な
ど
じ
ん
よ
り
き
き
し
よ
し
、
も
う
し
け
れ
ば
、
ひ
と
こ
と
の
え
ぞ
こ
と
ば
な
ら
う
）「
申
介
れ″

者
」＝

申
し
た
と
こ
ろ
。

（
４
）（
に
、
い
っ
た
ん
の
も
め
ん
を
お
し
ま
ず
そ
う
ろ
う
だ
ん
、
き
も
ち
の
よ
し
に
て
）「
気
持
の
与
し
」＝

気
持
ち
が
良
い
。

（
５
）（
ち
ょ
う
ば
よ
り
、
そ
め
も
め
ん
に
た
ん
と
り
よ
せ
、
し
ゅ
う
ぎ
と
し
て
も
ら
う
。）「
悦
儀
と
し
て
」＝

祝
儀
と
し
て
。

（
６
）（
こ
の
の
ち
に
、
ば
し
ょ
の
よ
う
を
も
、
つ
と
む
べ
き
も
の
な
り
と
）「
天
宇
り
□
尻
」＝

テ
ウ
リ
・
ヤ
ギ
シ
リ
、
手
売
・
焼
尻
、「
天
宇
り
□
尻
」
の
上
へ
白
亜

を
塗
り
、
濃
墨
で
「
こ
の
後
に
」
と
重
ね
書
き
を
を
し
て
い
る
。
手
売
・
焼
尻
は
、
文
久
２
年
、
紋
部
津
へ
出
稼
ぎ
に
出
向
い
た
際
に
目
に
し
た
は
ず
だ
が
、

そ
こ
で
起
こ
っ
た
何
か
を
引
用
し
た
か
っ
た
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
？
。

（
７
）（
ほ
め
ら
れ
、
こ
の
の
ち
も
、
い
よ
い
よ
は
げ
む
べ
し
と
、
も
う
さ
れ
し
）「
厳
む
」＝

励
む
。「
も
ふ
左
れ
し
」＝

申
さ
れ
し
。

（
８
）（
こ
と
あ
り
。
わ
ず
か
に
こ
う
で
ん
と
い
う
ふ
た
も
じ
を
き
く
に
）「
二
字
」＝

に
じ
、
と
も
読
め
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ふ
た
も
じ
と
し
た
。

（
９
）（
あ
た
ま
へ
き
ず
つ
け
ら
れ
、
ち
を
な
が
し
、
ふ
よ
う
の
こ
と
ば
を
）

（
10
）（
き
き
、
い
っ
た
ん
の
も
め
ん
を
つ
か
わ
し
て
、
わ
ず
か
の
こ
と
ば
を
き
く
）

（
11
）（
こ
の
し
ょ
に
は
、
ひ
ゃ
く
せ
ん
の
も
の
の
な
、
ま
た
は
、
こ
と
ば
も
あ
つ
め
）「
古
の
書
」＝

「
番
人
圓
吉
蝦
夷
記

全
」。「
の
」
は
、
脇
に
添
え
書
き
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
が
、
筆
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
書
き
忘
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）（
か
き
お
く
な
り
。
あ
た
ま
よ
り
、
ち
を
と
る
に
も
あ
ら
ず
。
ま
た
）

（
13
）（
も
め
ん
の
れ
い
を
、
の
ぞ
む
に
も
あ
ら
ず
。
た
に
ん
は
、
み
ぬ
と
）

（
14
）（
て
も
、
い
た
し
か
た
な
し
。
わ
が
し
ん
ぞ
く
、
し
そ
ん
の
な
か
、
え
ぞ
ち
）「
至
方
奈
し
」＝

致
し
方
な
し
。「
子
孫
盤
の
中
」＝

「
盤
」
の
上
に
濃
墨
で
、「
の

中
」
と
重
ね
書
き
を
し
て
い
る
。

（
15
）（
か
せ
ぎ
い
た
す
も
の
は
、
つ
と
め
の
ま
あ
い
、
な
が
よ
の
せ
つ
、
ま
た
は
）「
長
夜
」＝

ち
ょ
う
や
。（
１
）
長
い
夜
、（
２
）
墓
の
中
、
埋
葬
、（
３
）
一
晩
中
、

夜
も
す
が
ら
、
な
が
よ
、
ち
ょ
う
や
、
じ
ょ
う
や
、
長
く
て
夜
が
明
け
る
の
が
遅
い
夜
、
多
く
は
秋
ま
た
は
冬
の
夜
を
い
う
。

（
16
）（
し
ょ
う
が
つ
や
す
み
な
ど
の
せ
つ
は
、
そ
と
あ
そ
び
よ
り
も
、
こ
れ
を
ひ
け
ん
す
）「
披
見
」＝

文
書
な
ど
を
開
い
て
読
む
、
書
籍
に
目
を
通
す
。

（
17
）（
べ
し
。
ひ
つ
り
ょ
く
あ
る
も
の
は
、
う
つ
し
と
り
、
か
ん
す
う
に
も
な
ら
ば
）「
筆
力
有
」＝

筆
の
力
の
あ
る
。
文
字
の
読
み
書
き
を
自
由
に
す
る
、
文
才
が
あ
る
。
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（
18
）（
め
い
ど
に
あ
る
と
も
、
な
に
ほ
ど
か
う
れ
し
か
ら
ん
か
）「
冥
途
」＝

冥
土
、
死
者
の
霊
魂
が
迷
い
歩
く
道
、
冥
界
（
み
ょ
う
か
い
）、
黄
泉
（
よ
み
）、
黄
泉
路

（
よ
み
じ
）。「
何
程
か
」＝

い
か
ほ
ど
か
、
ど
れ
く
ら
い
か
、
ど
れ
ほ
ど
か
。「
う
れ
し
か
良
ん
」＝

嬉
か
る
ら
ん
。

（
19
）（
こ
の
ほ
か
に
、
な
が
き
つ
と
め
ち
ゅ
う
に
、
け
ん
ぶ
ん
い
た
し
、
あ
と
あ
と
へ
お
し
え
）
句
頭
の
墨
に
よ
る
「
○
」
印
は
、
０
３
０
｜
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
見
聞
」＝
み
き
き
、
と
も
読
め
る
が
、
け
ん
ぶ
ん
と
し
た
。
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
得
た
知
識
・
経
験
。「
跡
〃
へ
教
ひ
」＝

後
々
へ
教
え
。

（
20
）（
の
こ
し
た
き
こ
と
も
、
ま
ま
、
こ
れ
あ
り
、
と
い
え
ど
も
、
し
す
う
）

（
21
）（
に
な
る
ゆ
え
、
ま
ず
、
あ
ら
ま
し
を
か
き
お
く
も
の
な
り
）「
由
ひ
」＝

故
。

（
22
）（
え
ぞ
じ
ん
の
こ
と
ば
、
く
わ
し
き
こ
と
は
、
ひ
が
し
え
ぞ
ち
は
）「
東
蝦
夷
地
」＝

北
海
道
の
太
平
洋
沿
岸
の
地
区
、
お
よ
び
南
千
島
を
含
む
地
域
。

【
０
３
９
】

（
１
）（
ユ
ウ
フ
ツ
、
サ
ル
、
シ
ツ
ナ
イ
、
ク
ス
リ
、
ト
カ
チ
へ
ん
、
や
ま
お
く
に
）「
ユ
ウ
フ
ツ
」＝

苫
小
牧
市
勇
払
。「
サ
ル
」＝

沙
流
郡
。「
シ
ツ
ナ
イ
」＝

新
ひ
だ
か

町
静
内
。「
ク
ス
リ
」＝

釧
路
市
。「
ト
カ
チ
」＝

十
勝
。

（
２
）（
す
み
お
る
、
え
ぞ
じ
ん
あ
る
と
こ
ろ
、
か
わ
か
み
、
や
ま
お
く
へ
、
す
う
ど
、
お
つ
ね
ん
い
）「
数
度
」＝

「
数
」
の
偏
は
、
ソ
の
下
に

偏
、
旁
は

を
書
い

て
い
る
。
な
お
、
同
じ
文
は
、
０
１
５
｜
１
０
に
も
見
え
る
。

（
３
）（
た
し
ば
ん
に
ん
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
じ
つ
の
く
わ
し
き
こ
と
は
）「
実
の
」＝

実
際
の
、
真
実
の
、
真
の
。

（
４
）（
お
ぼ
え
が
た
か
る
べ
し
。
お
く
え
ぞ
ち
に
て
も
、
わ
じ
ん
）「
覚
ひ
か″

多
か
る
」＝

覚
え
難
か
る
べ
し
。

（
５
）（
の
お
お
く
は
い
り
こ
み
し
ば
し
ょ
は
、
え
ぞ
じ
ん
も
わ
じ
ん
ふ
う
に
な
り
）「
場
処
も
盤
」＝

「
も
」
の
上
に
、
濃
い
墨
で
「
盤
」
を
重
ね
て
書
い
て
あ
る
。

（
６
）（
そ
れ
ゆ
え
、
こ
と
ば
も
わ
じ
ん
こ
と
ば
お
お
く
、
わ
じ
ん
も
、
ま
た
、
え
ぞ
）「
楚
れ
由
へ
」＝

そ
れ
故
。「
蝦
夷
人
人
」＝

「
夷
」
の
下
部
へ
重
ね
て
「
人
」
を

書
い
て
あ
る
が
、
見
に
く
い
の
で
、
改
行
し
て
、「
人
」
か
ら
文
章
を
書
い
て
い
る
。

（
７
）（
じ
ん
の
こ
と
ば
、
お
ぼ
え
が
た
し
。
と
う
じ
は
、
う
え
は
ら
く
ま
じ
ろ
う
）「
覚
ひ
か″

多
し
」＝

覚
え
難
し
、
覚
え
に
く
い
。

（
８
）（
さ
と
う
ぜ
ん
べ
え
、
に
し
だ
へ
え
べ
え
、
あ
だ
ち
た
ろ
う
べ
え
、
す
ぎ
の
や
）

（
９
）（
へ
い
は
ち
、
ひ
ろ
せ
さ
ん
う
え
も
ん
、
と
み
う
ち
き
た
え
も
ん
、
な
ど
の
よ
う
に
）「
や
う
丹
」＝

様
に
。

（
10
）（
え
ぞ
こ
と
ば
に
く
わ
し
き
つ
う
じ
も
な
し
。
ひ
ろ
せ
さ
ん
う
え
も
ん
）
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（
11
）（
な
ど
は
、
ぶ
ん
か
ね
ん
ち
ゅ
う
に
、
よ
っ
か
よ
や
、
し
ょ
く
じ
を
と
め
、
し
ろ
さ
）「
文
化
年
中
」＝

文
化
元
〜
14
年＝

１
８
０
４
〜
１
８
１
７
年
。

（
12
）（
と
う
を
た
も
と
へ
い
れ
て
、
こ
れ
を
か
く
し
く
い
、
え
ぞ
じ
ん
の
）「
た
も
登
」＝

袂
、
和
服
の
袖
。「
隠
し
食
」＝

隠
し
食
い
。

（
13
）（
つ
か
れ
を
ま
っ
て
、
か
ち
を
と
る
。
こ
の
せ
つ
の
つ
う
じ
は
、
め
し
は
）

（
14
）（
さ
て
お
き
、
い
ち
に
ち
さ
け
を
の
ま
ざ
れ
ば
、
そ
の
ひ
を
す
ご
し
が
）「
か″

多
し
」＝

難
し
。
〜
し
に
く
い
。

（
15
）（
た
し
。
そ
れ
に
じ
ゅ
ん
ず
る
え
ぞ
じ
ん
も
、
よ
っ
か
は
さ
て
お
き
）「
じ
ゅ
ん
ず
天
る
」＝

順
ず
る
、
準
ず
る
、
准
ず
る
。「
天
」
を
指
先
に
唾
を
付
け
て
擦
り

取
り
、
そ
の
上
へ
濃
い
墨
で
「
る
」
を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。「
四
日
盤
」＝

「
盤
」
は
、
細
筆
で
脇
に
書
き
添
え
て
あ
る
。

（
16
）（
は
ん
と
き
の
お
う
た
い
い
た
す
も
の
も
な
し
。
な
に
ご
と
も
さ
け
に
て
）「
半
時
」＝

一
時
（
い
っ
と
き
）
の
半
分
、
約
１
時
間
、
現
行
の
時
間
で
は
30
分
。

「
應
対
い
多
し
者
」＝

応
対
致
す
者
。

（
17
）（
す
ま
す
じ
せ
つ
な
り
。
と
う
じ
の
え
ぞ
じ
ん
は
、
わ
じ
ん
よ
り
も
わ
じ
ん
）「
済
し
時
節
」＝

済
ま
す
時
節
。

（
18
）（
こ
と
ば
に
く
わ
し
き
も
の
も
あ
る
な
り
。
つ
う
じ
も
い
ら
ざ
る
よ
う
）

（
19
）（
に
お
も
え
ど
も
、
さ
に
も
あ
ら
ず
。
ネ
ム
ロ
、
シ
ベ
ツ
の
オ
）「
左
丹
も
阿
良
じ
」＝

そ
う
で
も
な
い
。「
子
モ
ロ
」＝

根
室
市
。「
シ
ベ
ツ
」＝

標
津
町
。

（
20
）（
ム
シ
ャ
を
み
る
に
、
や
く
ど
じ
ん
ど
も
、
は
お
り
、
は
か
ま
に
て
お
り
、
か
み
は
）

【
０
４
０
】

（
１
）（
わ
じ
ん
ふ
う
に
ゆ
え
ど
も
、
つ
う
じ
の
つ
う
べ
ん
は
、
や
は
り
）「
結
ひ
登
も
」＝

結
え
ど
も
、
結
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
結
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
。

（
２
）（
え
ぞ
こ
と
ば
な
り
。
い
わ
ん
や
、
モ
ン
ベ
ツ
あ
た
り
は
、
い
ま
だ
、
き
）「
い
王
ん
や
」＝

況
や
、
ま
し
て
。「
モ
ン
ベ
ツ
」＝

紋
別
市
。「
帰
俗
土
人
」＝

名
前
を

和
名
に
、
髪
容
を
丁
髷
（
ち
ょ
ん
ま
げ
）
に
結
い
、
外
装
も
和
人
風
に
申
請
し
た
蝦
夷
人
。

（
３
）（
ぞ
く
ど
じ
ん
、
ろ
く
し
ち
に
ん
に
、
す
ぎ
ざ
る
と
ち
な
り
。
さ
す
れ
ば
）

（
４
）（
つ
う
べ
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
、
え
ぞ
こ
と
ば
を
も
ち
ゆ
。
ま
た
、
た
い
へ
い
の
）「
太
平
」＝

泰
平
、
世
の
中
が
穏
や
か
な
こ
と
。

（
５
）（
み
よ
に
、
ぶ
を
は
げ
む
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
お
ぼ
え
お
く
ほ
ど
の
）「
御
世
」＝
天
皇
の
治
世
時
代
。「
厳
と
登
い
ふ
事
」＝

励
む
と
い
う
事
。

（
６
）（
こ
と
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
え
ぞ
ち
か
せ
ぎ
の
ひ
と
に
は
、
こ
こ
ろ
え
）

（
７
）（
あ
ら
せ
た
き
も
の
な
り
。
い
ら
ざ
る
こ
と
に
ふ
で
を
）「
い
良
左
る
事
丹
」＝

要
ら
ざ
る
事
に
、
不
要
な
事
に
。
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（
８
）（
つ
い
や
し
、
こ
れ
を
り
ゃ
く
し
お
わ
り
ぬ
）「
略
す
お
王
ん
ぬ
」＝

略
し
終
わ
り
ぬ
、
省
略
し
て
終
わ
り
ま
す
。

（
９
）（
か
ど
ま
つ
も
、
し
ち
ご
さ
ん
も
、
か
ざ
ら
ぬ
ど
じ
ん
や
も
）

（
10
）（
し
ょ
う
が
つ
き
た
る
か
、
お
き
な
み
え
け
り
）

（
11
）（
モ
ン
ベ
ツ
ば
ん
に
ん
、
そ
れ
が
し
）
和
人
は
、
床
の
間
に
正
月
の
縁
起
物
で
あ
る
長
寿
の
翁
媼
の
軸
を
掛
け
下
げ
て
新
年
を
祝
う
。
蝦
夷
地
で
は
、
そ
う
し
た

年
中
行
事
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
が
、
季
節
が
廻
っ
た
所
へ
、
ど
こ
か
ら
か
長
老
の
ア
イ
ヌ
老
人
が
丁
度
折
り
よ
く
や
っ
て
来
た
。「
モ
ン
ベ
ツ
番
人
某
」＝

極

細
の
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

（
12
）（
シ
ユ
ク
ハ
モ
、
チ
ユ
ク
ト
ノ
ホ
ツ
モ
、
ヱ
ラ
ム
シ
カ
レ
、
コ
ロ
カ
）「
シ
ユ
ク
ハ
モ
」＝

彼
の
生
き
た
年
も
。
シ
ュ
ク
プ

パ

sy
u
k
u
p
-p
a
＝

成
長
す
る
、
生
き

る
｜
年

も
。「
チ
ユ
ク
ト
ノ
ホ
ツ
モ
」＝

月
、
太
陽
を
迎
え
た
の
も
。（
ク
ン
ネ
）
チ
ュ
プ

、
ト
ー
ノ
（
チ
ュ
プ

）、
ホ
ク

(k
u
n
n
e-)cu

p
-to
n
o
(-cu

p
-)h
o
k
＝

夜
の
｜
）
恒
星
（＝

月
）｜
昼
の
（
｜
恒
星＝

太
陽
｜
）
を
迎
え
る
（
の
）

も
。「
ヱ
ラ
ム
シ
カ
レ
、
コ
ロ
カ
」＝

彼
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
。
エ
ラ
ム
シ

カ
レ

コ
ロ

カ

era
m
u
sk
a
re-k

o
rk
a
＝

彼
は
知
ら
な
い
｜
が

（
13
）（
わ
が
と
し
も
、
つ
き
ひ
の
か
ず
も
、
し
ら
ね
ど
も
）

（
14
）（
タ
ネ
ア
、
ア
ヌ
カ
ヱ
ネ
ト
ハ
ケ
、
チ
ャ
チ
ャ
子
ア
ン
）「
タ
ネ
ア
、
ア
ヌ
カ
ヱ
ネ
ト
ハ
ケ
、
チ
ャ
チ
ャ
子
ア
ン
」＝

今
は
、
わ
が
身
も
、
翁
と
な
る
。
タ
ネ
、
ア

ノ
カ
イ
、
ネ
ト
パ
ケ
、
チ
ャ
チ
ャ
ネ
ア
ン

ta
n
e-a
n
o
k
a
y
-n
eto

p
a
k
e-ca

ca
-n
e-a
n
＝

現
在
は
｜（
こ
の
）
私
の
｜
体
も
｜
老
体
｜
と
な
｜
っ
た

。

（
15
）（
い
ま
は
わ
が
み
も
、
お
き
な
と
ぞ
な
る
）

（
16
）（
モ
ン
ベ
ツ
そ
う
お
っ
て
な
、
ヘ
ヱ
シ
ヨ
ク
）「
ヘ
ヱ
シ
ヨ
ク
」＝
ヘ
ヱ
ン
ヨ
ク
（
モ
ン
ベ
ツ
惣
乙
名
）
は
、「
惣
乙
名
サ
ン
ト
ア
イ
ノ
、
辰
（
安
政
３＝

１
８
５

４
年
当
時
）
八
十
三
才
（
安
政
５
年
４
月
６
日
病
死
）、
倅
ヘ
イ
シ
ュ
ッ
ク
、
三
十
才
、
妻
ト
シ
メ
、
三
十
才
、
髪
、
次
男
、
ヱ
ヘ
サ
ン
ケ
、
二
十
二
才
（
こ
の

年
、
宗
谷
へ
出
稼
ぎ
、
巳
閏
五
月
、
於
ソ
ウ
ヤ
病
死
）、
倅
の
惣
領
、
髪
、
ア
ヘ
キ
チ
、
十
二
才
（
明
治
９
年
の
戸
籍
簿
で
吉
野
愛
吉
）、
〆
男
四
人
、
女
一
人
」

（
秋
葉
実
翻
刻
編
『
松
浦
武
四
郎
選
集
』
別
巻
、
２
０
０
８
年
、
２
６
１
頁
）
に
見
え
る
人
物
で
、
武
四
郎
が
「
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
」
の
取
調
べ
に
協
力
し
た

人
名
簿
で
あ
る
「
案
内
土
人
、
併
、
地
名
取
調
土
人
名
簿
」（
首
巻
凡
例
）
に
「
運
上
屋
元
、
酋
長
ペ
イ
シ
ユ
ク
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
モ
ン
ベ
ツ
」＝

「
モ
ン
ベ
ツ
」
以
下
は
、
細
筆
で
書
い
て
あ
る
。「
惣
乙
名
」＝

そ
う
お
っ
て
な
、
そ
う
お
と
な
、
幾
人
か
い
る
乙
名
の
代
表
。
な
お
、
０
４
０
｜
１
２
〜
１
６
ま

で
の
片
仮
名
は
、
細
筆
で
書
い
て
あ
る
。
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